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ロランC受信機

彰 城、

Hydraulicdeckcranes
JSW-m面Ⅲ画
電動油圧デッキクレーン

にはゞ シングノレタイプ"と､ソ

インタイプカ管あり、シンクﾞ

ノレは8［～361 、ツインは8t

×2～36[×2までのもの力ぐ

"i(『§化ぎれてし､ます。作動

はすべて油睡で行なわれ、

汕圧サーボ磯僻をかいして

制御を行なうので完全な無

段変速がMT能で効率のよい

荷役ができます。

各ウインチは繩雁で作動さ

せるので、 クレーン本体は

'j､哩捧；l,tでデッキ上の撫付.

irli枕が'1､きくでぎます。

安全装繊も充伽しており、

はじめての通，|瞳者でも安全

に111-く荷役ができます□

アフターサービスについて

も全世界にネットワークが

ありゞ迅迎なサービスを受

けること力ぐできます。

ロラン航法装置

験
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@LR-777は従来のA+C'ロラン受信機とは全く異

る本格的なロランc受信機です。

、精度で約20倍、使用範囲では(-20dBライン）

約2倍すぐれています。

、連続して高精度の位置を追尾表示します。

O2LOP(位置線）を表示します。

・2台分のロラン受信機の機能をもっていま乱

Oブラウン管で合わせる必要はありません。

O初期操作は、電源を入れることと、局を選択

することだけです。

08本のパルスを全部使っています。

○地表波(グランドウエーブ)を自動検出します。

．最も安定している、3サイクル目を自動的

に検出しサイクルマッチングします。

o時間差は、6桁0.1usecまで測定します。

@LR-777に接続してご便用下さい。

。緯度．経度をいつも正確に連続して表示するマ

イクロコンピューター自動航法装置一です。

｡すこぶる便利です。

○初期設定は、大まかな推定位置(60マイル以

内）とベアーを合わせるだけです。

。ロランの位置線から、緯・経度を算出する手

間かかかりません。

・能率向上に寄与します。

、ロランテーブルは不要です。
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、オプションも豊富です。

oD/Aコンバータを内蔵していますからX-Yレ

コーダもすぐつけられます。

o緯度経度をリモートディスプレイする遠隔

表示器もあります。

○ディジタルプリンタの出力端子もついていますb

o寸法はH253×W304×D320mm l6kgです。

|その他の舶用機器
●油圧ウインドラス、ムアリンク:ウインチ

その他甲板機械

●カーリフター用油圧機械

●船内天井走行クレーン用油圧ｲ幾描

●パウスラスター用油圧機器

●電動油圧式グラブ

（バケット型、オレンジピール型、
木材用グラブ）

@LA-777かあれば

南太平洋のロランAが廃止されても大丈夫です。
ご利用いただいだ船からは咽NNSSと同精度だ〃
とおほめにあづかりましだ。

○寸法はH241×W433×D389mm l5kgです。
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１○蕊日本製鋼所

産業機械部舶用機械グループ

JSWThej回四冊＄ｻeeIWOrks,伽d.
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●平均日差士0. 1秒(20℃）
●0.5秒刻みステップ運針
●乾電池3個で約1年間作動

、現地時間に禰単に合わせられる､正転･逆転可能
●前面ワンタッチ操作の自動早送り装澄･秒針規正装置

①MOS．IC採用のユニット化による安全性.保守性の向上

●無休止制の交・直麺源自動切換･照明つき

子時計は理窟にそろったデザインからお選びください。

表紙…… 三菱重工業下関造船所で建造された“おがさわら丸"(本文32頁参照)。

本船は，同造船所が52年にわが国初の超大型軽合金製高速旅客船“シーホーク”を， また

昨年，本船の準姉妹船“すとれちあ丸”を竣工し，その技術と経験を生して建造された最

新鋭の高速貨客船である。

東京～小笠原間に4月より就航した。ｶﾀﾛｸ調求は一株式会社服部時計店特品部特撰販売媒（〒101》東京都千代田区搬冶町21 10盃(03)2562111
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●平均日差士0. 1秒(20℃）
●0.5秒刻みステップ運針
●乾電池3個で約1年間作動

、現地時間に禰単に合わせられる､正転･逆転可能
●前面ワンタッチ操作の自動早送り装澄･秒針規正装置

①MOS．IC採用のユニット化による安全性.保守性の向上

●無休止制の交・直麺源自動切換･照明つき

子時計は理窟にそろったデザインからお選びください。

表紙…… 三菱重工業下関造船所で建造された“おがさわら丸"(本文32頁参照)。

本船は，同造船所が52年にわが国初の超大型軽合金製高速旅客船“シーホーク”を， また

昨年，本船の準姉妹船“すとれちあ丸”を竣工し，その技術と経験を生して建造された最

新鋭の高速貨客船である。

東京～小笠原間に4月より就航した。ｶﾀﾛｸ調求は一株式会社服部時計店特品部特撰販売媒（〒101》東京都千代田区搬冶町21 10盃(03)2562111
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ﾈル 11〃夕にピ航海の安全を願い、 60年にわたる経験

と卓越した技術が生みだしたTAMAYA

航海機器。厳選された材質と優れた構

造から生まれる高い精度と．堅牢度、使

い易さなど、その優秀さは内外の商船、

漁船をはじめ、ヨットマンの問でも絶

大な信頼と好評を博しています。

TRMAYA航海機器

六分儀と云えば耐MA噸…･･･~IAM蝿と云えば六

分儀の代名詞にさえなっています．六分儀の

中の六分儀、優れた性能を持つ反射鏡やシェ

ードグラス。これら、全ての製品にJES船舶

8201以上の糖度に調整し、器差表を作製添付

いたしております。

■仕様●標準単望t 7×50●照明F付●アー

クヲブロンズ●フレーム：耐趙性軽合金

！
､1

『電＝

伽回ilqbilifM,",gnnni!"" 69MMM;M&・TOTsuKAKuYoKo脚A卿AJAP没N
KAMOMEPROPELLERCO.･LTD.

c･I》･I1rpi肥Ⅱf－1IP1015,000UIII'
CABLEADDRESSKAMO柚EPnOPYOKOHA袖A

筒i[IGII1r咋伽－0,5～2()lmUstllrll,sI TELEX3822315KAMOMEJ
Rf醜E<045】811．2461

蓮醗大臣配定盤通事要咽

かもめブロペ等株式雲社
毒 祉碩涜応p嘩区上矢田町690〒2“TEL(O⑥8112461(代展》
栗頁車閉爾栗京極湛巴断僧4-M-2〒1幅TEL(03〕4ﾖ1-堅調･4ﾖ4.3蝿9

力hもめ
~堅》

…
．。口ベラ

、

小型船舶向けに作られた船舶時計です。 ・

完全防湿構造、温度特性のよい4MHZクオー

ツの組合せは航海の安全をお約束します。

■仕様●桐度月差4.5．●作動温厩.-10°C

-+50℃●夜光塗料：自発光塗料、時分針及び5

分おき表示

小型船舶向けに作られた船舶時計です。 ・

完全防湿構造、温度特性のよい4MHZクオー
ツの組合せは航海の安全をお約束します。

蚤蚤

＝で＝で

蕊遠
p】又夕死

…の

と実績を誇績
I＝

技 る新 術の取
夕＝

承
甦

疹
奮

殆
＆ 甲の

詞

●油圧･蒸気･電動各種

甲板撰械

●デッキクレーン

●アンカー･ノ､ンドリング

ウインチ

●電動油圧グラブ

●18種の航法計算内蔵のミニコンピューター

最新の測魁結果(WGS-72)による離心率を採

用。m/ft単位の切換えもスイッチひとつモ応

用範囲の広い|G.Cモード等、数々の特長をもっ

ています。

■仕様●18種の航法計算内蔵●衷示桁数 10

桁（小数部≦9桁）●唾源:A.C･D.C両用●木箱ケ

ース付

●カタロク・請求、お問い合せは下記住所へ

蕊福島製作所航海・測最・気象機器 専門商社

Gつ
幸社･エ喝／福島市三河北訂9番80号

鱈桑部／東京都千代田区四番町4－9
大厩営栗所／大孤市東区南本可3－5

出張所／4L鍔・石巻広島・下問
海外駐在員率務扇／ロンドン

缶0425〔34》3146
法的（265)3151

全06（2駝》4886
長崎

東京本社〒104束京都中央F銅座え-5-8a03-56I-87II(代）
h● 画Ⅱ■■

’

･算機NC-77

堂詠張肩冒薗店
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「良~雪1ストレーナー」

スラッジ完全分-雛

E船舶棚･ﾀﾝｸの】
電気防蝕に関する調査・設計は

板 ●

7ヶ国特許取得

油圧駆動方式完全自動逆洗型

ノツチワイヤー式油炉過機
専門のエンジニアリングコンサルタント

中川防蝕工業株式会社に

御相談下さい。
1．非常に小型となりました。

2．非常に安価となりました。

3．炉過機サイドでスラッジを油から完全分離を致します。

（原液ロス"O.')

4．油圧駆動により動力源を不要としました。
当社は技術士(金属部門)20名を擁する

ユニークな防蝕専門会社です。

仲川防蝕工業株業 会社】 dl]神奈川機器工業株式会社式
本社・東京都千代田区鍛冶町2－2－2
支店．大阪市淀川区西中脇5－9－6

営巣所・干莱・名古催・広胤・隔岡
出張所・札幌・仙台・新潤・水鵬・砺松

盃(252》3171

念(303)2831
本描二 ・工場 横浜市磯子区岡村8－19

TEL(045)753-3800

テレックス 3823－4スタンフレーム周囲に取付けたALAP 大分・庇児鵬・沖繩

『＝ご宝石で=

司 長年の実績と信頼された製品

ハイビットとは．…･…。

ウオータープラスト工法'二よる索地洲錐では水を使用する

ため難装而の柁燥までにサピが発生してしまいます。この

サビの発生を防止するために1M1発きれた防鏑剤がrハイ

ピット」です。′、イビットは各諏の塗料に対して悔薪を
阻，‘IfL､たしません。

○ウオータージェットエ法用

○ウエットブラスター用

Oジェットクリーニン グ用

等各極

圃昭光化学椛式会針
〒140束京都品川区南品川3-5-3公03(471)4631

ウオーターブラスト用防錆剤

"荘Tビット
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三セルフ夢エ
自動排出遠心分離機

MISC向け2,700TEU積みコンテナ船

G!BUNGAPERMAI''

ThcLargestCotainerShipofMISC

$GBUNGAPERMAI''

byMasaolshii

ChifeEngineer,BasicDesignDept.

Ship&OffshoreGroup

SumitomoHeavylndusriesLtd.

7機種（700～12,000'/h)

三菱セルフジェクタはその

独特の機構によ り運転 石井正夫

住友亜撰械工業

船舶海洋本部計画室主席技師停めることなくスラ ツジの

すること。長さ250mの船型で最小2,400TEU

のコンテナを搭戦し, 1TEU当り11tの均一荷

重のあらゆる就航状態で所要のGoMを確保する

こと。

2）上記の基本要求を満足させるため．型幅はパナ

マ運河通航可能限界に近い32.24mとし，極力，

水線面稜の大きい線図を採用した。

3）またKG減少のため，上部構造の重量軽減に努

めると共に，上甲板構造およびハッチカバーにH

T鋼を大幅に採用した。

4）スキヤンダッチ共同配船という事情から，上甲

板上のコンテナ搭戦は20F, 40Jいずれでも可能

とする。船倉深さは81 6"モジニールを基準とす

る。アンチヒーリングタンクを採用する。冷凍コ

ンテナ館の厳装，倉内通風基準等々コンテナ積付

関係は勿論のこと，サイドポートを採用した燃料

取入れ装置，パウスラスタ，ジャイロフィン・ス

タピライザに至るまでグループとの仕様あわせが

行なわれた。

5）推進機関は住友スルザー低速ディーゼル9RND
90M,による2機2軸システムを採用しており，補

機器はコンテナ船の特殊性を考慮して，左右機完
全独立とし，信頼性の向上を計っている。

6）航海計器ではNNSS, ドプラースピードログ，

航海用ITV,衝突予防装置，自動コーストラッキ

ング装置等を装腫し，航行の安全性と効率向上を

計った。

7）本船はマレーシア向けではあるが，グループの

配乗も考えて北欧船主なみの高い仕様にまとめら

れており，居住区についても欧米スタイルであっ

1． まえがき

本船はマレーシアの国営海連会社であるMalay-

sianInternationalShippingCorp.Bhd(MISC)

より受注した省エネルギー時代の新鋭大型コンテナ

船2隻の内の第1船である。当社の追浜造船所にお

いて昭和53年6月6日に起工，同年11月10日進水，

昭和54年4月14日に引渡しを行ない，直ちにスキヤ

ンダツチ・グループの共同配船のもとに極東～欧州

間の定期航路の処女航海の途についた。

本船ならびに約3カ月のちに竣工する姉妹船

06BUNGASURIA''の就航によってEastAsiatic

(デンマーク), Nednoyd(オランダ), CGM(フ

ランス),W.Wilhelmsen(ノールウェ),Brostr6m

（スウエデン）の5社8隻からなるスキャンダッチ

の極東配船は一段と増強されることとなる。

1973年の石油ショック以来，第3世代のコンテナ

船として華々しく登場した大出力高速コンテナ船群

も，減速航行という転期を迎えざるをえなかった。

本船の建造はこのような省エネルギー，高燃料価価

の時代に適合した船型として，次にのべる条件で計

画されたものである。これを従来の長さ250m級の

コンテナ船（1,800～2,000TEU積み，航海速力25

~26kn)と比較すると，船速を10%程度減少するこ

とにより＝ンテナ搭栽量，赦貨重量を大幅に増加し

たもので，今後のコンテナ船の傾向を示すものでは

ないかと考える。

以下に本船の計画概要および特長を紹介したい。

1）計画吃水で載貨重量38,000tを保証すること。

また平均航海速力23.5knを満足するため,主機出

JJ90%MCRにてノーシーマージン25.0knを確保

排出を連続自動的にイ丁な

うことができますから稼働
里里里

率が非常に高くその優秀
IM 19I幽 19。1

な分離機能と併せて清浄
。
・
、
亀

度を最高に維持できます。
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臺讓菅鎌茶=噌肚
機器営業第一部東京都港区三田1－4－28(三田国際ビル）電話03-454-48II(fe
大阪営業所大阪市束区伏見町5-1(大阪明治生命館）電話06-231-8001(fO
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三セルフ夢エ
自動排出遠心分離機

MISC向け2,700TEU積みコンテナ船

G!BUNGAPERMAI''

ThcLargestCotainerShipofMISC

$GBUNGAPERMAI''

byMasaolshii

ChifeEngineer,BasicDesignDept.

Ship&OffshoreGroup

SumitomoHeavylndusriesLtd.

7機種（700～12,000'/h)

三菱セルフジェクタはその

独特の機構によ り運転 石井正夫

住友亜撰械工業

船舶海洋本部計画室主席技師停めることなくスラ ツジの

すること。長さ250mの船型で最小2,400TEU

のコンテナを搭戦し, 1TEU当り11tの均一荷

重のあらゆる就航状態で所要のGoMを確保する

こと。

2）上記の基本要求を満足させるため．型幅はパナ

マ運河通航可能限界に近い32.24mとし，極力，

水線面稜の大きい線図を採用した。

3）またKG減少のため，上部構造の重量軽減に努

めると共に，上甲板構造およびハッチカバーにH

T鋼を大幅に採用した。

4）スキヤンダッチ共同配船という事情から，上甲

板上のコンテナ搭戦は20F, 40Jいずれでも可能

とする。船倉深さは81 6"モジニールを基準とす

る。アンチヒーリングタンクを採用する。冷凍コ

ンテナ館の厳装，倉内通風基準等々コンテナ積付

関係は勿論のこと，サイドポートを採用した燃料

取入れ装置，パウスラスタ，ジャイロフィン・ス

タピライザに至るまでグループとの仕様あわせが

行なわれた。

5）推進機関は住友スルザー低速ディーゼル9RND
90M,による2機2軸システムを採用しており，補

機器はコンテナ船の特殊性を考慮して，左右機完
全独立とし，信頼性の向上を計っている。

6）航海計器ではNNSS, ドプラースピードログ，

航海用ITV,衝突予防装置，自動コーストラッキ

ング装置等を装腫し，航行の安全性と効率向上を

計った。

7）本船はマレーシア向けではあるが，グループの

配乗も考えて北欧船主なみの高い仕様にまとめら

れており，居住区についても欧米スタイルであっ

1． まえがき

本船はマレーシアの国営海連会社であるMalay-

sianInternationalShippingCorp.Bhd(MISC)

より受注した省エネルギー時代の新鋭大型コンテナ

船2隻の内の第1船である。当社の追浜造船所にお

いて昭和53年6月6日に起工，同年11月10日進水，

昭和54年4月14日に引渡しを行ない，直ちにスキヤ

ンダツチ・グループの共同配船のもとに極東～欧州

間の定期航路の処女航海の途についた。

本船ならびに約3カ月のちに竣工する姉妹船

06BUNGASURIA''の就航によってEastAsiatic

(デンマーク), Nednoyd(オランダ), CGM(フ

ランス),W.Wilhelmsen(ノールウェ),Brostr6m

（スウエデン）の5社8隻からなるスキャンダッチ

の極東配船は一段と増強されることとなる。

1973年の石油ショック以来，第3世代のコンテナ

船として華々しく登場した大出力高速コンテナ船群

も，減速航行という転期を迎えざるをえなかった。

本船の建造はこのような省エネルギー，高燃料価価

の時代に適合した船型として，次にのべる条件で計

画されたものである。これを従来の長さ250m級の

コンテナ船（1,800～2,000TEU積み，航海速力25

~26kn)と比較すると，船速を10%程度減少するこ

とにより＝ンテナ搭栽量，赦貨重量を大幅に増加し

たもので，今後のコンテナ船の傾向を示すものでは

ないかと考える。

以下に本船の計画概要および特長を紹介したい。

1）計画吃水で載貨重量38,000tを保証すること。

また平均航海速力23.5knを満足するため,主機出

JJ90%MCRにてノーシーマージン25.0knを確保

排出を連続自動的にイ丁な

うことができますから稼働
里里里

率が非常に高くその優秀
IM 19I幽 19。1

な分離機能と併せて清浄
。
・
、
亀

度を最高に維持できます。
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て振動，騒音レベルに至るまで西欧基準が適用さ
れた。事前検討による対策の結果, 30,150BHP

2基搭載という高出力にもかかわらず試運転時の
広範囲の計測結果は極めて満足すべきものであっ
た。

度，渠内浮上時の船尾船底強度など数多くの検討を

行ない船殻強度を確認した。

次に振動対策としては，設計段階において船体た

わみ振動，ポッシング・機関室二重底・上部構造な

ど船体後半部の振動について立体FEM固有値解

析，ポッシングと軸系の連成振動については，起振

力に対する応答計算を行ない，問題ないことを確認

した。機関室二重底・上部榔造の防振対策として機

関室中央に強力なポックスピラーを，また両舷にそ

れぞれ2枚の部分隔壁を配瞳するなど効果的な榊造

とした。試運転時の計測において，本船の防振対策

は極めて満足すべきものであることが確認された。

2．4船体艦装

(1)ハッチカパー

一般配侭図に示すごとく，上甲板には3列，合

計39個のポンツーンタイプ鋼製ハッチカパーが設

けられている。各ハッチカパーは単体重量30トン

以下，全長14m以下であり， コンテナクレーンに

よりハンドリングされる。32キロ高張力鋼を使用

して重量軽減を計った。

ハツチカパーにはラバーガスケットが設けられ

ており，油圧式オートクリートも装伽している。

更にNo.1ハッチ両舷サイドのカバーを除いて，

どのハッチカパーをいずれのカバーの上にでも段

積みできるように考応されている。

(2)コンテナ倉通風装置

各倉には空倉容積に対して毎時換気回数5回以

上となるような通風装置が設けられており，各倉

の下部までトランクが配置されている。通風機は
低騒音型のものである。

(3)冷凍コンテナ装置

No.5船倉には40J水冷式冷凍コンテナ（合計

88個）を菰むことができる。そのため倉内後壁に

は冷却水管装置が設けられており，更にコンテナ

1個当り1,000m3/hrの新鮮空気が供給できるよ

うに通風装置が配置されている，

またNo.4,No6およびNo.7船倉上のハツ

チカバーの上に空冷式冷凍コンテナ（合計132個）

を菰むことが可能である。

(4)コンテナ固縛装置

本船のコンテナ固縛はツイストロックとタイロ

、ツドおよびターンパックルを使用するようになっ
ているが，スタピライザを使用できるので，ツイ

ストロックのみにて固縛することも可能である。

(5)バラストコントロール

上甲板室内右舷にバラストコントロール室があ

倉口配瞳とし，倉内は9層10列，甲板上は3層13列
のコンテナ配畷が可能である。

第2， 3および第4船倉前部と第5船倉また第6

船倉後部は40fコンテナ専用倉であり，第5船倉は

水冷式冷凍コンテナ用として装伽されている。 40’

専用倉は将来必要に応じて20'用に改造できるよう

あらかじめ補強が行なわれている。また第3および

4船倉の40’コンテナ用中心倉はヘピーカーゴの搭

載が可能なように二重底が補強されている。

居住区は機関室上部に38室42名の乗組員と3室9

名のメインテナンス要員の居室と共に公室，本務
室，室内プール，体育室等が配腫されている。
船体の主要部分は二重船殻椛造であり，上甲板直

下両側は全長にわたりポイド．スペースとし，通路

ならびに諸管，砥線の導設に利用されている。

第4および5船倉ポイド下部両舷にアンチヒーリ

ングタンクを設けたほか，二亜船殻構造部分には図
示のように燃料油タンク，バラストタンク等が配腫
されている。

2． 3船殻猫造

本船は船首尾の一部を除き船底，船側ともすべて

二重殻を有し，ピルジ部ではひな段排造を採用して

いる。防撹方式としてはひな段，ピルジ部以外はす

べて縦肋骨方式とした。船倉内二亜底のガーダ・フ

ロア，船側のストリンガなどは完全にコンテナに合

せて配股している。上甲板部には36キロ級高張力鋼
を用いたほか， 2条の倉口間甲板椛造の縦強度有効

率は50％とし，全長にわたり強度的に連続させるな

ど構造寸法決定に際しては，常に重量の軽減と重心
低下に努めた。

船体摂り強度については目安としてLRルールを
参考にし,NASTRANによる全船FEM立体解析
を行ない，十分許容内にあることを確認した。ノ､ツ

チコーナ部の応用集中についても同様にFEM立体
解析などを行ない，該部に厚板挿入などすることな

く船級協会の承認を得た。セルガイド支持構造，ハ
ッチコーミング構造の設計に際しては, GLルール

を参考にした。

水密隔壁上部は二重殻方式であり，上甲板におい

てウェプ深さが小さくなる傾斜隔壁を採用し，寸法

は平面格子の直接計算により決定した。コンテナ倉

は長さ幅がそれぞれ約30m,約27.5mであり， この

倉内中央部二重底上にコンテナ2段分のデイープ，

フロアを設けた。No.2～6のコンテナ倉二重底は

直接計算により，ガーダ．フロアの板厚，防携材寸

法を決定した。その他，船首部側外板の波浪衝撃強

り，パラストシステムの遠隔集中制御ができるよ

うになっている。燃料油移送管システムはエンジ

ンコントロール室内から遠隔集中制御される。

225T-m/minの能力を持つヒールコントロー

ル装歴も設けられており，コントロールパネルは

パラストコントロール室に配腫されている。

(6)スタビライザおよびパウスラスタ

船体中央部下部両舷にはジャイロフィン式スタ

ピライザが設けられており，船速23.5ノットの設

計状態にて，約75％の減揺率を得ることができ
る。

船体前方下部には1,500PSの電動バウスラス

タが設けられている。コントロールパネルは共に

船橘に配腫されている。

(7)CO2消火装置

冷却式低圧型CO禽タンクがNo. 1プラットホ

ーム右舷に配置されており，各コンテナ倉および

機関室の消火に使用される。火災探知器として倉

内には煙管式，機関室にはイオン式，ボイラー区

画には熱膨張式のものが設けられている。

(8)居住設備

本船はMISCのフラグシップとして， レセプ

シヨン等に利用されることを考慮し，公室および

高級士官室は通常の船より相当グレードの高い室

となっている。特にサロンとロウンジは色彩調節

と装飾に留意したデザインとし，上下に配置され

た両室の間には装飾階段が配置されている。

居住区画は防火栂造とし，通路仕切壁は鋼製ま

たはアスベストとしたほか, B級ボードが広範囲

に使用されている。

居住区画の空調装置は複ダクI､方式とし，高温

および低温の給気を行なっており，各室にて適温

に調節することができる。

(9)その他

舷梯は上甲板およびNo. 1プラットホーム下の

サイドポートの両方にて使用可能である。さらに

燃料油等の積込みのためのサイドポートも両舷に

設けられている。

2． 船体部

2． 1主要目等

船型 平甲板型
全長 267.00m

垂線間長 250.00m

幅（型) 32.24m

深さ（型) 24.15m

夏期満戦吃水（強度吃水） （型) 13.00m
計画吃水（型） ，1.50m

総トン数 43,470.06T

純トン数 26,060.00T

船級 ABSWA1(D,"AMS,"ACCU
載貨重量（満載吃水) 49,288t

（計画吃水) 38,273t

コンテナ搭載量ISO20'コンテナ換算

(TEU)

最大（上甲板上3層にて) 2,770TEU

計画（上甲板上2層にて) 2,452TEU

（ただし冷凍コンテナ308TEUを含む）

内訳倉内20’標準コンテナ’'004

40’標準＝ンテナ 300

40’冷凍コンテナ 88

小計 1,780TEU

甲板上20’標準コンテナ540（264）

20′冷凍コンテナ 132（66）

（注） （ ）は40′の場合

小計 672TEU

燃料油槽容穣 (C重油) 3,466n,3

(A重油) 938ms

バラストタンク容談 12,526n13

試運転最大速力（バラスト状態) 26,411m

航海速力（計画吃水85%MCR20%SM)

23.5kn

航続距離 約18,000浬

乗組員（メインテナンス要員12名を含む）51名

2．2一般配置

本船の一般配置を別図に示す。セミアフトに機関

3． 機関部

3． 1主要目

(1)主機関：住友スルザー$<9RND90M'' 2基

2サイクル，単動，クロスヘッド型ディーゼル

機関

連続燈大出力:30,150PS×122rpm×2

常用出力 :27,135PS×118rpm×2

室を有する平甲板船であD,機関室前部に5倉18~

イ，後部に2倉8べイと最後部甲板上に1ベイ計27

ベイにコンテナを配置している。コンテナ倉は3列

1312
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(2)プロペラ：5翼一体，キーレス型， 2個
(3)発電装置：ターボ発電機, 1,360kw 2台
ディーゼル発電機, 1,360kw 3台
非常用発電機, 160kw 1台

(4)補助ボイラ：蒸発量12T/h, 7kg/cm2g飽和
蒸気， 2韮

(5)排ガスエコノマイザ82基

蒸発量（主機関常用出力時）

7,800k9/h, 6.5k9/cm2g×245℃過熱蒸気
1,7001U/h, 7kg/cm2g飽和蒸気

(6)バウスラスタ：電動可変ピッチプロペラ1基
電動機出力 1,500PS

3．2機関部の概要

本船は2機2軸船であり， コンテナ船の特殊性を
考慮し，推進機関の信頼性向上のため，推進用補機
は左舷機，右舷機用別々の独立方式を採用した。
また本船の機関部計画にあたって，特に騒音防止

に留意した。即ち主機関過給機用防音囲いの採用，
低騒音通風機の採用，また騒音源として大きなファ

クタを占める発電装置を，機関室最下段フロアの船
尾側に配置し，居住区より遠ざける等の対策であ
る。

騒音防止対策とともに，振動防止に対しても主機
関横振れ振動防止用油圧式ステーの採用，主機関縦
振動防止用ダンパーの採用等の対策が配慮されてい
る。

軸系装置としては，信頼性向上，イージイ・メイ

ンテナンスのため, SKF式キーレスプロペラの採

用，中間軸接手にモリグリップボルトの採用等をあ

げることができる。また軸系アライメントにも配慮
し，スロープボーリングを実施した。

発電装置は通常航行中，排ガスエコノマイザから

の発生蒸気によるターボ発電機2台を使用し，冷凍
コンテナ満戦時にはディーゼル発電機1台を加え3

台にて必要電力を賄う。またパウスラスタ使用時に

は4台の発電機にてす-べての必要電力を賄う計画と
なっている。

機関部自動化は,ABS船級のG@ACCU''を取

得し，通常航海状態で24時間の無人運転が可能なる

よう計画されている。

主機関は船橋および機関制御室より，遠隔発停，

前後進切換，速度制御が可能であり，制御機器とし

て，スルザーGCSBC-7''を採用した。

船橋からの遠隔制御は，左舷機，右舷機それぞれ

独立に制御するほか，両舷機を同時に制御すること

も可能である。ただし機関制御室からは，左舷機，

右舷機それぞれ単独に制御する方式である。

ターボ発電機は機側発停方式であるが，ディーゼ

ル発電機関は機関制御室より，遠隔発停可能であ
る。

また本船運航に亜要な主機関，発電装腫，蒸気発
生装腫，空気圧縮機，燃料汕処理装厩等，ならびに
それら関連系統には，各種の自動制御装腫を採用

し，同時に必要な遠隔指示器，警報装置等を機関制
御室内の制御コンソール上に，合理的に配世してあ
る。

機関制御室コンソールの計装としては，グラフィ
ックパネルを設け，温度，圧力等の計測点はCRT

ディスプレイに表示している。

またデータロガー装侭が装備されており，定時記

録は記憶部に一定時間毎に収録された，日分のデー
タを一度に記録する方式とし，任意記録等によるロ

グシートの乱れを防いでいる。
なお，各警報点および計測点の信号は，時分割多

重伝送方式によって送られ，装世の合理化および電
線工班の低減に大きく寄与している。

冷凍＝ンテナ関係の設伽としては，砥源レセプタ

クル(CEE32A形）を第5船倉に88個，第4,第

6，第7船倉の各ハツチカバー付近に44個，合計

220個を配慨し,AC440/440V絶縁変圧器を介し

給電している。冷凍コンテナモニター用レセプタク

ルは砥源レセプタクルと同じ筐体に納めてある。冷

凍コンテナモニターパネルはバラスト制御室および

第5船倉入口に装附し，延長警報を操舵室と機関制

御室に行なっている。なおモニター回路の信号伝送

には時分割多重伝送を採用し，砥線工事の低減が計

られている。

4． 3照明関係

居住区，磯開室，第5船倉等の照明は主に螢光灯

を使用している。上級士官室，サロン等は装飾灯を

配置し，室内装飾との調和が計られている。上甲板

の照明は， 19個の2KWハロゲン投光器によってい

る。

4．4船内通信関係，娯楽装置

船内通信装腫としては，45回線自動交換祗話，共

電式電話（2系統)，無電池式電話（3系統)，拡声

装股(100W出力, AM/FMラジオ付),一般警報

装置，機関室火災警報装磁機関部居室延長警報装

腫等が装備されている。

娯楽装置としては，各娯楽室にステレオおよび20

インチカラーテレビが装附されているほか，すべて

の士官室には小型カラーテレビが装備されており，

大洋航行中には娯楽室に装術されているVTRのビ

デオを，アンテナ共用装腫を通して楽しむことがで

きる。

オートトラッキング装澄（北辰電擬製）が装備され

ている。本オートトラッキング装置は予め計画され

た航路計画に沿って自動操舵される装匿で，入力さ

れた変針点（64点まで入力可能）と変針点間の指定

された航法に則した船位と,NNSS受信機による

自船位置との偏差信号をオートパイロットに与えて

いる。

レーダーは東京計器製の16インチ大形レーダー2

台（トルーモーション装置付,XバンドSバンド各

1台）が装陥されており，スペリー社製の衝突予防

装瞳(CAS-101)と接続されている。

ログは電磁ログとドップラーログが装術されてお

り，オートトラッキング装置，レーダー，衝突予防

装置へのログ信号は， ログ信号分配器， ログ選択ス

イッチによりどちらの戸グからも供給可能なるよう

考慮されている。

航海用テレビは，カメラを前橋に装備し，モニタ

ーテレピおよびカメラ操縦装匠を操舵室に設けてあ

る。

4． 6無線装置関係

SOLAS 1974年条約および国際電気通信条約

に合致したラック形無線装腫一式（協立電波製）を

装伽している。拶成は出力1.5KWのSSB送信可

能の主送信機1台，補助送信機1台，全波受信機2

台等である。また，テレックス装置が装備されてお

り，送受信機はテレックス通信のための考慮がなさ

れている。主送信用としてマスト形アンテナを装備

している。

この他に，57チャンネル国際VHF無線電話装置

一式， 14インチ気象ファックス1台を装倣してい

る。

4． 電気部

4． 1 ．電源関係

主発電機は2-1,360kwターボ発電機および3-

1,360kwディーゼル発電機の5台を装附し,ACB
の自動同期投入装侭および自動負荷分担装置を倣え
ている。主ディーゼル発電機は機関制御室より遠隔

発停可能であるばかりでなく，電圧異怖，周波数異
常，無電圧等主母線の異常により自動起動しプラツ
クアウト切換を行ないまた稼動発電機の過砥流，
主機関の低回転あるいは主ターボ発電機タービンの
スチームガパナ全開で自動起動し，並列運転に入る
ようになっている。

非常電源装置としては, 1MCOA. 325に合

致した160kwディーゼル発電機に加えて, 400AH
の蓄電池2組が装備されている。
配電系統は推進府淵機類を,号および2号主母線
にふりわけ，冷凍コンテナ用変圧器および甲板機械

は1号および2号主母線からの二重給電を行なって
いる。

4． 2バウスラスタおよび冷凍コンテナ関係

バウスラスタ電動機(1,100KW,AC3,300V)

はAC450/3,300V, 1,500KVA昇圧変圧器を介

して給電されている。この昇圧変圧器は始動補償器

としても使用しており、減電圧始動タップ（70％，

2,310V)を設けている。

4．5航海装置関係

ジャイロコンパス，オートパイロットに加えて，

ぶやBui""yaB｡(zfa乎'2匡誕'ザゴ1庵“

崖日立，英国航主から8万トン型タンカーを

受注

日立造船はこのほど，英国のグロブティック．タ

ンカー社から8万DWT型タンカー1笠を受注し

た。同船はIMCO,MARPOLそのほか最新の国際

基準に合致する仕様を持つ高グレード船であり，ま

た日立造船が開発したツインバンクエンジンを搭戦

する第1番船である。

なお同船は英国籍船であるので英国のDOTルー

ルが適用されている。

主要目

LBD～d :233.0×42.0×19.30～12.19(m)

亜量トン数:80,000D.WT

主機関：日立B&W2×8K45GTC(ツイン

パンクディーゼルエンジン）

馬力数: 13,900PS.

速 力：ユ4.8ノット

船 級:ABS

納 期：55年6月

建造工場；有明工場
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UnmannedVehiclesintheWorld

byTamio.Ashino

Manager,JapanShip'sMachineryDevelopmentAssociation

館23図ERIC

芦野民雄 1,000mである。

1965年以来，大西洋,地中海の海床調査に延1,000

時間以上稼動している。
第25図TROV

16. CAPSUB(フランス）

フランスのGrz'nvilleにあるLouisMendrd

OceanographicResearchCenterで設計製作され

たもので，ダイバーの到達できぬ深海で，パイプの

敷設， ウエルヘッドの移動，タンクの設匠その他の

工事に使用することができる。

ケーブルで遠隔操作できるロボットで，電子頭脳

と圧縮空気とで作動する仕組みで, 360.回転可能な

スライド式マスト⑧はガイドレールで， この上部に

ガラス愚蘇陰のタンク◎があり，この中にはリモート

コントロール機械と圧縮空気とが入っていろ。⑥は

作業如何によって変るシャーシーで圧縮空気がつま

っている。◎はコントロールシステムの計器盤，投

光器, TV等である。

操作は支援船上から行なわれ，圧縮空気の注入，

排出は電磁弁の開閉で行なわれる。CAPSUBは輸

送に便利で，海底に降ろしたり揚げたりし易いの

で，深海底のサンプル採取等にも非常に便利であ

る。

18. ERIC(フランス）

Engine deRecherche et d'Inserventioni

Cible.の頭文字をとってERICと呼ばれるもの

で, D. T. C.N. (DireCtionTechniquedeS

ConstructionNaval)で建造されたものである。

支鍔階から外径30mmの命綱でつながれていて，

主要目は次の通りである。

寸法 4m×1.7m×1.7m

空中重盈 2,000kg

出 力 50KW, 60Hz 3相

推進 水平モーター2個，垂直モーター

2個

深 度 500～1,000m

TV,カメラ，音響サウンダー，深度計，傾斜

計，磁気ヘッド等を装備している。支援船のクレー

ンは2700k9でつりしろ7mである。

隔で，海底を幅8mにわたって撮影できる。

全長4.35m,全幅210m,全高2.20m,空中重量

850k9,水中重愚700k9,ペイロード200kgである。

最大稼動深度は2,500mで，その深度での速力1．3

ktである。D.C一A.N－C.E.R.T.S.M.が所有

していて， 1969年には,NiceとAjaccio間で沈没

したG[Caravelle''の発見に使用された。

20. TROV(カナダ）

カナダのプリティッシニ・コロンビア州にある

McElhanneyOffshoreSurveying&Engineering

社が建造したテッサード式無人機で．稼動水深400

mのものである。 TetheredRemotelyOperated

Vehicleの頭文字をとってTROV-01と呼ばれて

いる。

現在はOccidental石油社が北海のパイプライン

をひくために使用中である。主要目は1.7m×10m

×11m,空中重量5.15k9, 7HPスラスター4個

で, 1ktで前進する。 4機能のマニプレーター2

個, TV,その他の機器を内蔵している。テッサー

ドケープルの長さは500mである。

照朋として3個の水晶ハロゲン灯を装伽してい

る。

17. T616naute(フランス）

フランスの石油研究所が所有してる命綱つき無人

機で，深度300mのTe16nautelと深度1,000mの

Tf16nauteⅡとがある。Tも14nauteⅡについて述

べると大いさは4m×1.5m×1.5mのアルミニウム

合金フレーム上に, 3.5HPのモーターが水平方向

に2個，垂直方向に1個つけられていて，最大速力

は水平方向3kt,垂直方向1.5ktで移動できる。

計器類としては．マグネチックコンパス，深度を

計る圧力計，海上または海底との距離を計る超音波

装置，照明灯2個，サンプル採取用マニプレーター

等である。命綱の全長約1,000mで，最大許容深度

19. TROIKA(フランス）

JacquesCousteau氏が考案した無人曳航のそり

で，海底写真撮影用のものである。 4秒から40秒間

虻

ウグタサ
‘F2

漣、

=I I MM 弓

21. Batfish(カナダ）

カナダのBedford研究所で開発されたもので，

海上から曳航して海洋データを集めるものである。

深度は200ft～650ftまで加減され，沈降速度は1m

/secで上昇速度は5m/secである。

長さ1.3m,高さ0.9m, ウイングスパンは0.7m

で空中重量70k9である。材料はファイバーグラス，

、
画 麹

一

Ｉ
Ｆ
。
。
Ｆ
・
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｉ

４
７
０

ゴ

ﾖｰｰ

第24図TROIKA第22図T616nanteII第21図CAPSUB

2322

I



ⅢⅡI!ll11llllllllilllllllHⅡlⅢIⅡlⅡⅡlⅡⅡiiiiiⅡⅡⅢⅡⅡllⅢⅡⅡⅢⅡIⅢ!ⅡⅡⅢⅡⅡⅢⅡlllllⅡⅡ|1IIII1111IIIIIⅡⅢ11Ⅱ111Ⅱ111 1ⅡⅡⅡⅡIⅡlIlIlIIIHⅡ111ⅡⅡⅡIIIIIIIIIIIIIIIIImll

一■~－

1

ユ

世界の無人潜水機
く2＞

UnmannedVehiclesintheWorld

byTamio.Ashino

Manager,JapanShip'sMachineryDevelopmentAssociation

館23図ERIC

芦野民雄 1,000mである。

1965年以来，大西洋,地中海の海床調査に延1,000

時間以上稼動している。
第25図TROV

16. CAPSUB(フランス）

フランスのGrz'nvilleにあるLouisMendrd

OceanographicResearchCenterで設計製作され

たもので，ダイバーの到達できぬ深海で，パイプの

敷設， ウエルヘッドの移動，タンクの設匠その他の

工事に使用することができる。

ケーブルで遠隔操作できるロボットで，電子頭脳

と圧縮空気とで作動する仕組みで, 360.回転可能な

スライド式マスト⑧はガイドレールで， この上部に

ガラス愚蘇陰のタンク◎があり，この中にはリモート

コントロール機械と圧縮空気とが入っていろ。⑥は

作業如何によって変るシャーシーで圧縮空気がつま

っている。◎はコントロールシステムの計器盤，投

光器, TV等である。

操作は支援船上から行なわれ，圧縮空気の注入，

排出は電磁弁の開閉で行なわれる。CAPSUBは輸

送に便利で，海底に降ろしたり揚げたりし易いの

で，深海底のサンプル採取等にも非常に便利であ

る。

18. ERIC(フランス）

Engine deRecherche et d'Inserventioni

Cible.の頭文字をとってERICと呼ばれるもの

で, D. T. C.N. (DireCtionTechniquedeS

ConstructionNaval)で建造されたものである。

支鍔階から外径30mmの命綱でつながれていて，

主要目は次の通りである。

寸法 4m×1.7m×1.7m

空中重盈 2,000kg

出 力 50KW, 60Hz 3相

推進 水平モーター2個，垂直モーター

2個

深 度 500～1,000m

TV,カメラ，音響サウンダー，深度計，傾斜

計，磁気ヘッド等を装備している。支援船のクレー

ンは2700k9でつりしろ7mである。

隔で，海底を幅8mにわたって撮影できる。

全長4.35m,全幅210m,全高2.20m,空中重量

850k9,水中重愚700k9,ペイロード200kgである。

最大稼動深度は2,500mで，その深度での速力1．3

ktである。D.C一A.N－C.E.R.T.S.M.が所有

していて， 1969年には,NiceとAjaccio間で沈没

したG[Caravelle''の発見に使用された。

20. TROV(カナダ）

カナダのプリティッシニ・コロンビア州にある

McElhanneyOffshoreSurveying&Engineering

社が建造したテッサード式無人機で．稼動水深400

mのものである。 TetheredRemotelyOperated

Vehicleの頭文字をとってTROV-01と呼ばれて

いる。

現在はOccidental石油社が北海のパイプライン

をひくために使用中である。主要目は1.7m×10m

×11m,空中重量5.15k9, 7HPスラスター4個

で, 1ktで前進する。 4機能のマニプレーター2

個, TV,その他の機器を内蔵している。テッサー

ドケープルの長さは500mである。

照朋として3個の水晶ハロゲン灯を装伽してい

る。

17. T616naute(フランス）

フランスの石油研究所が所有してる命綱つき無人

機で，深度300mのTe16nautelと深度1,000mの

Tf16nauteⅡとがある。Tも14nauteⅡについて述

べると大いさは4m×1.5m×1.5mのアルミニウム

合金フレーム上に, 3.5HPのモーターが水平方向

に2個，垂直方向に1個つけられていて，最大速力

は水平方向3kt,垂直方向1.5ktで移動できる。

計器類としては．マグネチックコンパス，深度を

計る圧力計，海上または海底との距離を計る超音波

装置，照明灯2個，サンプル採取用マニプレーター

等である。命綱の全長約1,000mで，最大許容深度

19. TROIKA(フランス）

JacquesCousteau氏が考案した無人曳航のそり

で，海底写真撮影用のものである。 4秒から40秒間

虻

ウグタサ
‘F2

漣、

=I I MM 弓

21. Batfish(カナダ）

カナダのBedford研究所で開発されたもので，

海上から曳航して海洋データを集めるものである。

深度は200ft～650ftまで加減され，沈降速度は1m

/secで上昇速度は5m/secである。

長さ1.3m,高さ0.9m, ウイングスパンは0.7m

で空中重量70k9である。材料はファイバーグラス，

、
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館26図BATFISH マニプレーターは空中重量40k9のサンプルを掴む

ことができる。

また360amp.hr.の鉛電池を内蔵していて，光源

としては水晶沃度ランプを持っている。

l
I

禦ﾆニニコ

26. MANTA(ソ連）

ケーブルで遠隔操縦する無人機MANTAは4軸

プロペラを持ち，水深200mまで稼動できるが，こ

の特微は陸上または支援船上の椅子に座って実際の

感触を感じながら遠隔操作できるものである。

一

００
－

第29図SFO

27. MURS-100(日本）

三井海洋開発が，日本舶用機器開発協会と協力し

て， 1975年に完成したテッサード型無人機である。

稼動水深 100m

L×W×H2．55×1.89×1.50m

空中重量 900k9

左右絃に15KWのスラスターをもち，テッサー

ドケーブルの長さ200mで行動半径100mである。

カラーTV, トランスポンダー，各種センサーを備

えて，海底工事の監視を行なうことができる。支援

船上のコントロールコンソルの大さは1.1m×1.6m

，‘I

’
I

SlDEVI上w
Alldimgnsionsincm

－ F削りⅥFW
－－－

"30図Krab-4,000ステンレス，アルミ，真鎗等でできており，センサ

ーを内蔵していて，塩分，温度，深度等を正確に読

みとることができる。

使用ケーブルは直径0.76cm,長さ330mで電気コ

ンダクターが途中に7個使われている。最大深度，

最大速での曳航張力は1トンである。

発したもので，使用深度500mで支援船上からのケ
ーブルで遠隔鰯従される。本体は500k9で水中重孟
は300期である。スプロケットでキャタピラーを廻
して移動する。

本体内に電気信号に応答するエレクトロニツクス
を備えていて, TDM(吟分割多重伝送）方式で遠
隔操縦される。

サイドスキンソナー,TV,海底流速計，圧力温

度を計測するセンサー， マニプレーター等も倣えて
いる。

またセンサーユニット（温度，境分，音響，圧

力）とカメラおよびTV等を備え，垂直方向モータ

-3.5HP×1,水平方向のモーター3.5HP×2を

もっていて2ktで移勤できる。

～

￥～～

22. SeaBottOmVehicle(ドイツ）

西ドイツのキール市に在るHAGENUK社が開
24. DORNIERSFO(ドイツ）

ミュンヘン市のDornier社の開発したもので，

支織舟からのケーブルで曳航される無人機。

海底から一定深度を保ちながら曳航できるが，予

定指示した深度を保つこともできる。あらかじめプ

ログラムを組んで侭き，それに従って自動または手

動で操作することもできる。

長さ2.650m,幅1.2m,高さ1.0mで，可動翼

を持ち，最後部にはスタピライザーフィンをつけて

いる。深用深度500mである。

一般海象データから測深，海底地形等広範囲に使

え，サイド・スキャン・ソナー, TV等も装術して

いる。

23. SF-1 (ドイツ）

DornierSystem社が造ったもので，長さ3.760
rnl幅1550m,高さ2･100m,重量19tである。
装術機器としては，マニプレーターとコア掘削錐を
持ち, 1,000m深度までの海底作業，海底資料採取
に使われる。

第31図MANTA

25． Krab-4,000(ソ連）

ソ連の科学アカデミィ海洋研究所で， 1968年に開

発されたもので，支援船からのケーブルで曳航され

るものである。

長さ2.6m幅2.0m,高さ0.8mで，空中電燈

500k9'水中重量200k9で，稼動最大水深4,000m,

ヘ

ヘ､：
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第28図SF-1 第32図MANTAのサーポシステムによる遠隔操縦装世第27図SeaBottomVehicle
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CivilEngineeringWorkingSyStem)は，股大水

深の海底で稼動するシステムで，その中の調査ロボ

ットシステムは，海底地形，土質を調査するもので

支援船上から，ケーブルで遠隔操縦される。

海底走行部には方位計，水深計，傾斜計, TV,

カメラ，照明装磁等を装附している。長さ2.6m,

幅2.1m,高さ2.2mで空中垂斌5.3t (水中重量

4.2t), 1.3km/hrで前後進できる。水中ケーブ

ルの長さ200mである。また海底から離れた場合に

方向制御ができるよう，左右2個のプロペラがあ
る。

i

無人潜水機で,Oceanic lndustrieslnc.,シアトル
℃

で建造されたもので, 6ktの速力で6,500m深度ま

で航走することができる。制御は水中音響を用い，

母船のコンピューターによっても，内蔵プログラム

によってもできるし，両者併用で行なうこともでき

る。

0.6m｡の2個のアルミ製圧力球の間にleadacid

電池を挿み，全体をFRPの外殻で包んで前後部

にシンタクチックフォームを入れ，全長は4mとな

る。32V(325amp・hr)の電池が1"VDCモータ

ーを廻し1,8001bs(8.2t)の航走体を推進する。

無人操縦用エレクトロニックスの30％とジャイロ1

個が後部圧力球に内蔵されている。命令は，面舵，

取舵，上舵，下舵等で針路，深度をあらかじめ設定

して自動航走させることもできる。

母船上のトランスデニーサー2個で交互にトラン

スポンダーを叩き，両方のシグナルを実時間と時間

差で照合して2チャンネルレコーダーでプロットす

る。この計算を毎秒一回行な.うので位置誤差は数フ

ィートの範囲である。

SID1'mersibleの頭文字をとってUARSと呼ばれて

いる。北極氷原下の航走を目標に造られたもので，

氷を割って水平におろして若水航定せしめる。音響

操縦で航走する。

船体はアルミ合金とフィラメントワインデイング

製で，全長3m,直径0.48m空中重量408k9で，

全長亜鉛電池を動力として10時間航続でき，それ以

外にエマージェンシイ電池も持っている。深度450

mまで速力3～3.7ktで行動する。 1972;年2月に完

成して5月にテストを終了している。

邦33図MURS-100

（Ⅱ）テ,ｿサードケーブル無しで自航する無

人潜水機

1． SPURV(アメリカ）

ワシントン大学の応用物理研究所で設計，製作さ
れたもので, SelfPropelledUnderwaterResear-

chVehicleの頭字をとってSPURVと呼ばれて

いる。全長10ft,直径の8in遠隔操縦の無人機で，

排水量1,0001bsで, DCモーターで駆動され，深

度150～9,000ftで稼動する。

支援船からの超短波操縦で15,000ftの範囲まで

可能である。動力は16個の銀一亜鉛砥池2組で供給
され，予定深度を超えると圧力計が働きモーターを

停止させ, 201bsの正浮力により除々に上昇する。

各菰センサーが内蔵されており，塩分，螢光，渦
流センサー等も装備されている。

なお船体はｱﾙﾐﾆｳﾑでできており,艇要深度
14,000ftである

4. MTSRObat SubmerSible(アメリカ）

アメリカのUARS(溺トン), 日本のOSR-V

(2.7トン）と比べ非常に小型軽量で，長さ8ft,直

径15in,空中重量250ポンドである。 3ktで15～20

マイル潜航でき，深度は200ftである。

第34図SCEWS

X1.9mで重量は約630kgである。

遇27． SCEWS(日本）

海底土木建設作業システムSCEWS (Seabed
』

一

第35図SPURV

1・バッテリー， 2．制御麓， 3．

トランスポンダー筐，4．圧力殻，
5．深度計トランデューサ一，6．
推進ユニット， 7．サーミスター

検知部， 8．速度計， 9．海水浸潤
部，10℃水圧イクオライザー，

11． トランスポンダートランスデ
ユーサー， 12．回収パッケージ，

13．ジャィロ． 14．フラッシュラ
イト， 15．ビーコンアンテナ，

16．データ記録電子機器， 17．ラ
ジオビーコン， 18．磁気テープレ

コーダー， 19．走行プログラマー
20.制御パネル21計器類。

3. UARS(アメリカ）

海軍研究所がスポンサーとなって，ワシントン大

学で造ったもので,UnmannedArcticResearch

’
Dが-14口 Lー一・一-－ “ 2ｺ－－－－. 白・･一口■ 22．一一一一畷26．一一一・口

［ ‐ ‐‐ ‐
’ 】12.750

第37図UARSの外観（右上）と断面図
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場合は5ktで125浬の能力がある。使用深度は100
mである。

V,F,W.Fokker社はpinguinA1を改良して，
PinguinB-6を完成した。全長1.75m,全幅1.75

In,ハルの直径0.9mで，空中重量1.6ton・船首側

のスラスターで前進し，両側ならびに垂直スラスタ

ー各2個を持ち， 水中速力7ktで上下左右への参
勤速度は2.5ktである。最大水深2,000mまで使

えて，海床の調査，検査等に使われている。母船か

らテッサードケープルで給電される。

◆

季 』
る。全ソ水産海洋科学研究所々属のものである。

主要目は，

全 高 3.25m

全 幅 1.5m

厚 さ 0.38m

空中重危 」 410k9

排水量（バラスト入れて) 515k9

非常用パラスト 40k9

計測磯総重赴 100k9

海中生物，地質等の調査に使われ，目的物に近づ

くと超音波センサーで感知して作動を始める。モー

ター（，軸500ワット）は，銀亜鉛冠池(27V, 45

amp-hr)で動かされ，連続’時間の作動ができる。

漏水があった場合，最深々度に達した場合，時間切

れとなった場合等には，非常用バラストを切離して

浮上するようになっている。 1．5～2m深度まで浮

上するとセンサーが働いて閃光信号を発する。

タス通信によればセンサーチ睾ーンを引いていて

一

6･SF3(ドイツ）

西ドイツ連邦教育科学省(BundesministerFiir

ErziebingundWissenschaft)がDornierSys=

temS社に設計させたもので，深度1,000m,最大

半径65kmまでの海底を6ktのスピードで航行でき

る。全長5.0m,全幅1.2m, 高さ1Om, 水平幅

14m(スラスターを含める),重愛2,300k9｡

電子機器が入っている耐圧容器はアルミ合金で，

船体についてる舵はFRP製で，動力として出力28
KWHの鉛電池2組を持つ。 1組は推進用で他の1

組は計測器用である。

データ送信や命令信号等はAcousticで行なわ

れ，支援船からの送信，同時ロケーションには151m

レンジのトランスポンダー方式である。コースや深

度等はあらかじめコマンド・コントロールブロック

にセットしておく。

計測機器としては，センサーユニット（温度，塩

分，伝導度，圧力,音速等)，エコーサウンダー，ブ

ラッシュ付カメラ等， さらに密度，螢光性,PH値，

CO2,放射能等を計るセンサー。その他海中軍力計

(Askania社のGSS3)を持ちサイド・スキヤン

ニングソナーも備えている。

a)鋸状軌逝 b)水平軌道 c)海底軌道

第“図Skorpenaの航行軌道
第38図MFI,SRobat

センサーの読みを支援ブイに送り，そこから母船に

送っていると報じている。

I
8． Skat(ソ連）

ソ連科学アカデミィの極東センターで造った，プ

ログラム制御の無人機である。 2個の耐圧容器を持

ち， 1つには基本システムとバッテリーが内蔵され

ており，他方には各種計器が内蔵されている。

主要寸法

大きさ 0．7×10×2Om

排水量 400k9

浮 力 1．5～2.0kg

緊急浮上パラスト 20k9

航続 6hr

速 力 1．0m/sec

推 力 4.0k9

針路，深度，高度，速力， トリム等のセンサーを

β－
１

〃
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第39図Pinguin

ロボットは1．圧力殻，2．推進システム， 3

コントロールとサーボモーター， 4．電子コントロ

ールシステム， 5 コントロールソフトウエア， 6

データ収集，賄蔑システム， 7．航行システム等か

ら成り立っている。

本体はファイバーグラスの先端部と円柱状アルミ

ニウムボディでできていて，鉛蓄電池(96amp.hr,

12volt)を内蔵し,D.Cモーターでプロペラを廻

す。ミニコンピューターで動かされるオートパイロ

ットと深度センサー， コンパス，ピッチセンサー等

を内蔵している。コンピューターは4K, 16ビット
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7． Skorpena(ソ連）

ノポリシピスクの龍騨アカデミィ研究所で1971年
に建造されたもので, 11000m深度まで使用でき

’p

ff

〃 「
４

メモリーのもので， フ・ログラムに従って

航行してデータを集める。 ’
A

1ブラッシュ信号灯． 2． ラジオビーコン，3

回転式推進モーター‘ 4．バラストタンク， 5． 6．

浮力ユニット、 7． 自動コントロール，8保謹板

兼切離しパラスト、 9ピンガー， 10．水平つなぎ，

11．高圧エアタンクとパラスト吹離し装匠

5． PinguinA1およびB-6(ドイツ）

V,F,WFokker社が開発したもの

で，予定プログラムを内戯するか，支援

船からの無線操縦によるかして行動す-る

無人機で, Pb電池で航走する場合は3

inで75浬,WalterEngineで航走する 第45図Skat外観第40図SF3
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’ 新エネルギー

国際的な原子力船安全基準の作成７ Z J 4 5

’‘
遥葛

高田悦雄
日木原子力舶側発亦莱団企画部羽を雛長

原子力船
－

－

は原子力船の設計，建造，設備，配乗，訓練，入

港，サルベージ，解役にわたるものとされ，その検

討のために原子力船安全基準特別部会が設置され

た。

この特別部会にぱ12カ国が参加し，54年1月まで

に7回の部会が開催されている。第7回特別部会で

は安全基準の第4次案がとりまとめられ，同年3月

の第20回設計設備小委員会に報告され，同小委にお

いて第5次案が作成された。第5次案は同年5月に

開催される予定の第40回海上安全委員会の審議を経

たのち，各国へ送付され本年末までに意見を徴する

ことになっている。

従って当初予定された1979年のIMCO総会への

提出は間に合わず，現在では昭和55年に第8回特別

部会を開催し，最終案をとりまとめの上，昭和56年

原子力船の実用化をさまたげている理由はいろい
ろあるが，その要因の一つとして国際的に合意され
た原子力船安全基準の無いことがあげられる。
現在では原子力船は在来船のようにいわゆる自由

航行を完全に認められているとはいえず，外国の港
に入港するには叫揃に安全評価，立入検査権，放射
性廃乗物の処分，亦故時の報告，賠倹等について取
り決めた二国間協定を締結する’などの複雑な外変
交渉を必要としている。
このような手続きを緩和するためには,原子力損

害賠償について国際的取り決め（原子力船運航者の
責任に関する条約など）を行なう他，原子力船につ
いての国際的な安全基準を確立することによって,
安全確認のための手続きを円滑化することが重要で

第47図U､S.V
－

、

同社はイギリス通産省から委託され,DMTを基に
して，軍用ではない海底無人機TheUnmanned
SubmersibleVehicle(U､S､V.)を開発した。全
長3.28m,直径32.4cm,重量236kg(海中重赴はニ
ュートラル)，ペイロード45k9#使用深度366mで
ある。三ントラローテーチングプロペラを持ち，動
力は内蔵されている電池である。内蔵機器としては
音響ビーコン>TV,通信用音響リンク等である。
DMPも同じ大きさで速力は8kt～22ktで, 8

ktの場合は100分, 22ktの場合は10分で，主とし
て魚雷回収に使われている。

7 芯 ノ2

1．推進磯， 2垂直スラスタ， 3．点灯表示器，

4航海用超音波送受波器5映画扱影機収納容

器， 6．ソナー， 7．海底接触センサ， 8事故発
生時の緊急浮上用パラスト， 9． フラッシュランプ

10．管状骨組， 11．横方向部材， 12．制御システム

入り耐圧容器， 13．計測器および記録篭入り耐圧容

器

第46図Skatの断面図

ある。

現存する原子力船に関する国際条約としては，昭春開催の海上安全委員会を経て秋の総会に提出され
和40年5月に発効した1960年海上における人命の安 るものと予想されている。
全のための条約(SOLAS条約）があり，受諾国
は83カ国にのぼっている。この条約には原子力船に 些準案全体の椛成と概略の内容は次のとおりであ
関する12の規則(第8章)と11項目の勧告が有るが， る。
その内容は原子力船の安全確保と’そのための手続第一章総則／基準の目的，原子力船安全のための基
きについての韮本的事項を定めているにすぎない。 本原則等の些準全般にわたる事項
このためより詳細な安全基準の作成作業が国際的な 第二章設計基準及び条件/事故解析等設計上考慮を
場で進められており， 日本もそれに参加している。 必要とする基本的な要件等
昭和49年11月, OECD原子力機関は原子力船の 第三章船舶設計，構造及び設備／耐衝突，耐座礁構造，航海機器などの船体諸設伽について在来船と

gWMMee｡f[h｡S""¥rJn-準を作成することを目標として，下部機構の 異なって具備すべき要件

CSNI（CommiteeoftheSafetyNuclearln- 第四章原子炉プラント／炉心，一次圧力バウンダリ

stallation)に原子力船安全特別部会を設置した。
同部会には11カ国から専門家が参加し，原子力船安 一等のプラント構成部分の華本的要件
全基準関係資料のとりまとめを行なった。52年4月 第五章機関及び電気設備／主，補機，非常推進装
の第5回部会において基準ドラフトを完成し，同年 直，主及び非常用電源等についての要件
末，基準をCSNIに提出，承認を得た後,これを 第六章放射線安全／放射線防謹，廃棄物の排出基準
IMCOにインフォメーションとして送付した。同 等
部会は今後はじっくりと安全問題についての基本的第七章運航／運航上の必要書類，人員の配乗，運航
な懸案事項について検討を進めることとしている。 要領，保守及び修理等
一方, IMCOでは昭和51年4月に開催された第 第八章検査／建造，試運転，運航の各段階における
'5回設計設伽小委員会において，原子力船安全韮準 検査
を作成することについて関係国の合意が得られ，同
年12月の第16回設計設倫小委員会においてOECD この基準案が1981年のIMCO総会で決議され，
の検討状況が報告され， 1979年のIMCO総会を目 原子力船実用化へ向けて法制面の整附という点で大
標として韮準の作成をすることになった。その内容 きな寄与となることを期待するものである。31

10・ PAP1OA(フランス）
海底調査，海底の目的物回収のために使われる自

航式無人機で， 2個の可変ピッチプロペラで推進する。

’

内蔵し，送波器,トランスポンダープイ,支援船上の

受波器から構成される超音波航海システムを使う。

1973年～1974年に，極東の諸海域での調査を実施

し，その後バイカル湖の汚染調査を行なっている。
海底図の作成，海底測量等にも使われている。

ｒ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ 全 長

重 量
最大速力

最大深度

2.70m

8001g

6kt

150m
，．U、S.V|・（イギリス）

RecordingDesign(EMI)社は， イギリス国防

省の依頼で海底魚雷等の回収を目的とする無人磯の
開発を行ない，海底兵器局と協同で， 3カ年掛って

DeepMobileTaget(DMT)を完成した。そこで

の無人機でggg｡Etusd･｡｡[%-｡
Aeronutiques所有のものである。
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現在では原子力船は在来船のようにいわゆる自由

航行を完全に認められているとはいえず，外国の港
に入港するには叫揃に安全評価，立入検査権，放射
性廃乗物の処分，亦故時の報告，賠倹等について取
り決めた二国間協定を締結する’などの複雑な外変
交渉を必要としている。
このような手続きを緩和するためには,原子力損

害賠償について国際的取り決め（原子力船運航者の
責任に関する条約など）を行なう他，原子力船につ
いての国際的な安全基準を確立することによって,
安全確認のための手続きを円滑化することが重要で

第47図U､S.V
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同社はイギリス通産省から委託され,DMTを基に
して，軍用ではない海底無人機TheUnmanned
SubmersibleVehicle(U､S､V.)を開発した。全
長3.28m,直径32.4cm,重量236kg(海中重赴はニ
ュートラル)，ペイロード45k9#使用深度366mで
ある。三ントラローテーチングプロペラを持ち，動
力は内蔵されている電池である。内蔵機器としては
音響ビーコン>TV,通信用音響リンク等である。
DMPも同じ大きさで速力は8kt～22ktで, 8

ktの場合は100分, 22ktの場合は10分で，主とし
て魚雷回収に使われている。

7 芯 ノ2

1．推進磯， 2垂直スラスタ， 3．点灯表示器，

4航海用超音波送受波器5映画扱影機収納容

器， 6．ソナー， 7．海底接触センサ， 8事故発
生時の緊急浮上用パラスト， 9． フラッシュランプ

10．管状骨組， 11．横方向部材， 12．制御システム

入り耐圧容器， 13．計測器および記録篭入り耐圧容

器

第46図Skatの断面図

ある。

現存する原子力船に関する国際条約としては，昭春開催の海上安全委員会を経て秋の総会に提出され
和40年5月に発効した1960年海上における人命の安 るものと予想されている。
全のための条約(SOLAS条約）があり，受諾国
は83カ国にのぼっている。この条約には原子力船に 些準案全体の椛成と概略の内容は次のとおりであ
関する12の規則(第8章)と11項目の勧告が有るが， る。
その内容は原子力船の安全確保と’そのための手続第一章総則／基準の目的，原子力船安全のための基
きについての韮本的事項を定めているにすぎない。 本原則等の些準全般にわたる事項
このためより詳細な安全基準の作成作業が国際的な 第二章設計基準及び条件/事故解析等設計上考慮を
場で進められており， 日本もそれに参加している。 必要とする基本的な要件等
昭和49年11月, OECD原子力機関は原子力船の 第三章船舶設計，構造及び設備／耐衝突，耐座礁構造，航海機器などの船体諸設伽について在来船と

gWMMee｡f[h｡S""¥rJn-準を作成することを目標として，下部機構の 異なって具備すべき要件

CSNI（CommiteeoftheSafetyNuclearln- 第四章原子炉プラント／炉心，一次圧力バウンダリ

stallation)に原子力船安全特別部会を設置した。
同部会には11カ国から専門家が参加し，原子力船安 一等のプラント構成部分の華本的要件
全基準関係資料のとりまとめを行なった。52年4月 第五章機関及び電気設備／主，補機，非常推進装
の第5回部会において基準ドラフトを完成し，同年 直，主及び非常用電源等についての要件
末，基準をCSNIに提出，承認を得た後,これを 第六章放射線安全／放射線防謹，廃棄物の排出基準
IMCOにインフォメーションとして送付した。同 等
部会は今後はじっくりと安全問題についての基本的第七章運航／運航上の必要書類，人員の配乗，運航
な懸案事項について検討を進めることとしている。 要領，保守及び修理等
一方, IMCOでは昭和51年4月に開催された第 第八章検査／建造，試運転，運航の各段階における
'5回設計設伽小委員会において，原子力船安全韮準 検査
を作成することについて関係国の合意が得られ，同
年12月の第16回設計設倫小委員会においてOECD この基準案が1981年のIMCO総会で決議され，
の検討状況が報告され， 1979年のIMCO総会を目 原子力船実用化へ向けて法制面の整附という点で大
標として韮準の作成をすることになった。その内容 きな寄与となることを期待するものである。31

10・ PAP1OA(フランス）
海底調査，海底の目的物回収のために使われる自

航式無人機で， 2個の可変ピッチプロペラで推進する。

’

内蔵し，送波器,トランスポンダープイ,支援船上の

受波器から構成される超音波航海システムを使う。

1973年～1974年に，極東の諸海域での調査を実施

し，その後バイカル湖の汚染調査を行なっている。
海底図の作成，海底測量等にも使われている。

ｒ
Ｆ
Ｈ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ 全 長

重 量
最大速力

最大深度

2.70m

8001g

6kt

150m
，．U、S.V|・（イギリス）

RecordingDesign(EMI)社は， イギリス国防

省の依頼で海底魚雷等の回収を目的とする無人磯の
開発を行ない，海底兵器局と協同で， 3カ年掛って

DeepMobileTaget(DMT)を完成した。そこで

の無人機でggg｡Etusd･｡｡[%-｡
Aeronutiques所有のものである。
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航続距離

主機関

室を配瞳した。

遊歩甲板上は船首より，甲板長倉庫，錨鎖庫，油

圧ポンプ室，食物倉，一等洋室，一等準和室，便

所，洗面所。中央部は二等和室，売店および案内

所，エントランス，案内所，シャワー室，便所，洗

面所。後部にはエントランス，二等和室，係船機ス

ペースを配慨している。

上部遊歩甲板上は前部より係船スペース，貨物倉

口，サロン，配膳室，特等客室（洋室)，一等洋室，

一等準和室，洗面所，便所，エントランス，洗面

所，一等洋室，特別一等客室（洋室)，シャワー室，

貨物スペースを配股した。

船橘甲板上には前から，乗組員室，空調機室，甲

板倉庫， ファンルーム，空調機室を配し，暴露部に

は，シニータ，救命筏，救命筏支援艇等の救命設備

の他，ベンチ'FRP製の天幕を設けて，屋外パー

ティ，あるいは運動場として使えるようにした。ま

た後部には仮設売店の設術も設けている。

航海船橘甲板上には操だ室，無線室，電池室，空

約2,600海里

三菱8UET45/80D

5,800PS×230rpm×2基

588kVA×AC450V×60H2×3基

－最新鋭高速貨客船一

主発避機

"おがさわら丸”
3． 船体部

（1）船体機造

船体は強度甲板舷側の外板部分の一部鋲接を除く

他は，すべて溶接とし，構造は横肋骨方式とした。

高出力の主機を搭載するため振動の防止を考慮し

ビームの固有振動数を考慮して縦桁を配置した。ま

た船首部の船楼前端壁，外板等は，波浪中の高速運
転に支障を生じないよう充分なる補強を施した。ま

た，旅客室大部屋は，仕切壁の設けられない場所が
多いため，ガーダー，ピラーの配置を十分検討し，

振動の肱止に努めた。上部構造は可能な限り波形銅
壁を用いて重量軽減を図った。

（2）旅客設備

本船航路を充分考噛し，上層甲板には洋室を主体

に4人から7人定員のトイレ，シャヮ付特等客室お

よび特別一等客室，一等客室をまとめ，下層甲板に

はカーペット形式の和室を主体に配置した。

上甲板下第二甲板上の二等和室は，機関室をはさ
んで船体の中央部と後部に配置し，全面に緑色のカ

ーペットを敷き詰めている。本客室は自然採光の取

れない場所であるため，天井の照明と共に壁面に螢

光灯入りのイミテーション窓を設け，明るい部屋と
なるように配慮した。

上甲板上には，食堂，スナック，エントランス，

二等和室を配置している。食堂には明るい感じの壁

面，天井，床タイル，家具を用いて，南国風のデザ

インでまとめた。食堂に隣接する二等和室は，和食

堂として使用できるような設備を倣えた。夜は食堂
の一角をスナックとして利用できるよう専用のパン

トリーを設け，必要な設備を完術している。

遊歩甲板上には，一等洋室，一等準和室，売店お

よび案内所，エントランス，案内所，二等和室を配

置し，一等洋室はすぺてカーペット敷きで上段はね

上げ式の2段ベッド， ソファーベッド，テレビを配

備している。一等準和室は，新婚旅行，個人旅行用

の2人部屋とし， 2段ベッド、 テレビ，座椅子，座

卓を設備している。売店および案内所は本船の玄関

とも言うべき場所であり，明るく，モダンなデザイ

ンとした。二等和室は眺望のよい大きな窓を配置

し，赤色のカーペットを敷き詰めた。

上部遊歩甲板上には，サロン，特等客室，特別一

NewlyHiJISpeedPassengerShip
GcOGASAWARAMARU''

byShimOnoSekiShiPyard&EngineWorks
MitsubishiHeavyIndustriesLtd.

三菱重エ業下関造船所

東京～小笠原諸島（父島）間を結ぶ定期航路の最
新鋭高速貨客船「おがさわら丸」は，船舶整術公団

および小笠原海運株式会社の御注文により，三菱重
工業株式会社下関造船所で設計，建造され，昭和54

年3月23日，船主の小笠原海運株式会社に引渡され
た。

以下本船の概要を紹介し参考に供したい。

以上の通り基本的ZIF項を配賦して計画したが，昨

年，当造船所で建造した東海汽船株式会社所有の
「すとれちあ丸」の準姉蜘目として本船の経験を十

分生かし計画したため，所期目的をほぼ満足するこ
とができた。

一般配匿は次の通り計画した。

本船は全通船楼甲板船で，機関室を中央部船尾寄
りに配股し，その前後および上部に客室を配置し
た。

甲板配畷は上部より， ら針儀甲根航海船橋甲

板，船橋甲板，上部遊歩甲板，遊歩甲板上甲板’
第二甲板を配厩した。

上甲板下は6枚の水密隔壁により7区画に分割し

た。第1区画は，船首パラストタンク。第2区画は
パウスラスタ室，清水タンク, CO2ボンベ格納庫

第3区画は乗組員室，パラストタンク，清水タン
ク，汚物タンクスペース。第4区画はパラストタン

ク， ヒール調整用のヒーリングタンク，燃料タン

ク，空調機および汚物タンクスペース，機関部倉庫

スペース，スタビライヂースペース，二等客室。第
5区画は管制室，機関室，乗組員室，燃料タンク，
潤滑油タンク。第6区画は補機室，燃料タンク，清
水タンク，潤滑油タンク，ビルジタンク。第7区画

は空所をそれぞれ配置した。

上甲板は船首より，錨鎖庫，郵便庫，貨物庫，乗

組員室，乗組員食堂，調理室。中央部は食堂，スナ

ック，エントランス，二等和室，便所，洗面所，シ

ャワー室，機関室，空調機室。後部には，エントラ

ンス，二等和室，空調機室，油圧ポンプ室，操だ機

調機室，煙突を配趾した。

2．主要要目

全長 110.50m

長さ（垂線間) 100.00m

幅（型) 15.20m

深さ（型) 6.20m

計画満戦喫水（型） 4.75m

総トン数 3,540.27T

純トン数 1,862.22T

航海区域 近海（非国際）

載貨重趾 1,222.00t

貨物容穣（ベール) 859.91Ins

燃料油槽容積(AおよびC重油合計）
292.47I113

猜水楠容積 338.52n13

旅客定員（近海非国際）

特別室（洋室） 4名

特等客室（洋室） 25名

特別一等客室（洋室） 8名

一等客室（準室・準和室） 257名

二等客室（和室） 747名

旅客合計 1,041名

乗組員 6'名

妓大搭載人員 1,102名

最大速力 21.77kn

航海速力 20"7kn

1． 基本計画および一般配置

（1）本船は同航路の厳しい海象の中で，高速を生

すために耐航性能に十分な考慰を払い，船体各部に

波浪中の高速運転に支障を生じないよう十分なる配

慮を行なった。また，旅客の快適な乗心地を得るた

め，フインスタピライザを設けた。

（2）航海速力は，20.7ノットを確保。

（3）操縦面では，風力が強く狭い港内での出入港

の難かしさを考慮くて， 2機2軸可変ピッチプロペ

ラとし，船首部にはバウスラスタを設備した。

（4）総トン数は3,500GT,旅客定員は1,000人

以上とし，あらゆる状態で客船として適切な復原性

を確保し，十分な安全性を有している。

（5）防音，防振には特に注意を払った。また，夏
期観光シーズンには，父島での停泊時に本船をホテ

ルシップとして使用するため，停泊時の防音および

汚水処理装置にも十分な考慮を払った。

（6）荷役は船首に貨物倉，船尾に貨物スペースを

設け，船首に10t ,船尾に15tのデリックを装術

し，普通コンテナ，冷凍コンテナ，乗用車等が搭載
できること。
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等客室，一等洋室，一等準和室を配瞳している。サ
ロンは，全面カーペットを敷き詰め，木質の温か味
を生かした落ちつきのある家具を配した。サロンの

一角にはカウンターを設け，夜間の旅客の社交場と
なるよう配慮した。特等客室は，シャワー， トイレ

室を備えた本船最高グレードの客室で，和風の内装
の部屋3室と洋風の内装の部屋1室を配殿した。特
別一等客室は，後部に2部屋配置し，家具，内装共
に特等客室に準じた豪華な純洋室とした。
なお，上甲板，遊歩甲板，上部遊歩甲板のエント

ランスには， 自動販売機を集中的に配母して，飲食
のサービスを行なえるよう配慮した。

またエントランス，サロン，食堂には本船航路の
特徴を折り込んだ装飾壁を次のように設備した。
サロン･…･北原白秋の詩と小笠原諸島（焼物）
食堂．.…父島南口風景（アルミ鋳物）
上甲板エントランス･…･･装飾文字（金メッキ）
遊歩甲板エントランス…･ ･･ハイビスカス（アート

デニェレーション）

上部遊歩甲板エントランス･…･パパイヤ（アルミ
鋳物）

（3）空調設備

客室および乗組員室に対してそれぞれの区画に自
納型空気調和機を設置し，全冷暖房は勿論，中間期

には新鮮空気100％の換気も可能なる通風設術を設
けた。なお，特別室，特等客室，特別一等客室およ

び一等客室は，室内吹き出し口に電熱ヒータを装術
して自動および，手動による再熱を行ない室内温度
の調節を可能なものとした。

空調装置は，航海船橋甲板に1個所，船橋甲板に
2個所，上甲板に2個所，第二甲板にエ個所，倉内
に2個所の空調機室を配置し，合計9系統に区分し
た。系統は使用目的に応じて次の通りとした。

旅客室 6.系統

乗組員室 2系統

機関管制室 1系統

冷凍機の合計台数10台合計能力約180kw

送風機の合計台数12台合計能力約58kw

温湿度計画条件は次の通りとした。

夏期外気37℃×70％・室内30℃×50～60％
冬期外気5℃×50％・室内18℃×50％

（4）救命設備

救命設備は次のものを術えた。

自動膨張式乗込装置 定員250人用2個
救命筏 甲種25人用45個
(FRPコンテナ入り，投下方式は一斉投下装

30FT2

2,370mm×1,180mm

フィン±15．，テールフラッ

プ±22.5．

ブリッジ操作錐および中央制

御錠

フィン面秋

フィン長さ×幅

最大作勤力

形式排ガスェコノマイザクレイトン

2CIG 2台

蒸発量750k9/h×7kg/cIng

5）発電装置

主発電機横型，プラシュレス，防滴保謹自
己通風型3台

588KVA(470KW)×AC450V

X60Hz

原動機 4サイクル過給機付ディーゼル機

関清水冷却方式3台

750PS×900rpm

6）推進補機

潤滑油ポンプ 165m3/h×5kg/cm2×2台

冷却海水ポンプ550m3/h×20m ×2台

ジャケット冷却清水ポンプ

240m3/h×20m ×2台

子伽潤滑油ポンプ

1651113/h×5kg/c凧曾×2台

燃料油プースタポンプ

4ms/h×5"/cm2×2台

（内1台は予備）

過給機潤滑油ホンプ

15n13/h×21W/m'2×2台

（内1台は子伽）

CPP変節油ポンプ

48ms/h×45k9/cm2×4台

（内2台は予備）

ジャケット清水冷却器 100m3 ×2台

潤滑油冷却器 165m3 ×2台

過給機潤滑油冷却器 18m3 ×2台

主機燃料油加熱器 サンロッド式 ×1台

潤滑油清浄機 4,1501/h ×1台

同上用潤滑油加熱器サンロッド式 ×1台

燃料油清浄機 3,8002/h ×2台

同上用熱料油加熱器サンロッド式 ×1台

発電機関潤滑油バイパスフィルタ

J・G･P K-3515LC-S ×3台

主機機潤滑油フィルタ

165m3/ ×2台

7）一般補機

C重油移動ポンプ201n3/h×25k9/cm2×1台

A重油移動ポンプ10m3/h×2.5k9/cm2×1台

潤滑油移動ポンプ5m3/h×2.5k9/cm2×1台

温清水循環ポンプ5m3/h×15m ×1台

清水ポンプ 20ms/h×45m ×1台

サニタリポンプ･ 25m3/h×45m ×1台

瞳付）

救命筏支援艇 ゴムボート船外機付
同上用ダビット 手動ウインチ付
救命浮環

2笠

1台

6個
遠隔制御あみぱしご 3列 2個

脱出甲板は遊歩甲板と上部遊歩甲板の2甲板と
し，自励膨形式乗込装腫の乗込み口は上部遊歩甲板
に配侭した。また，小児用救命胴衣は各個室に最低
’個は有るように設備している。
（5）荷役設備

一般配磁図に示すように，船首部に10t,船尾部
に15tのK－7－1本ブーム荷役設伽を設けた。
ウインチ類は電動油圧式とし次の通り設けた。な

お操作は機側の他にマロール配管を行ない，どちら
の舷からもコントロール可能とした。
船首荷役ウインチ

カーゴーウインチ 5t×45m/min×1台

トッピングウインチ5t×40m/min×1台

ガイウインチ 5t×40m/min×1台
船首荷役ウインチ

カーゴーウインチ 5 t×45m/min×1台

トッピングウインチ5 t×40m/min×1台
ガイウインチ 5t×40m/min×1台

4． 機関部

（1）概要

主機関と可変ピッチブロペラによる2機2軸と

し，パウスラスタを装肺している。

操だ室より，主機関と可変ピッチプロペラの連動

の遠隔操縦ハンドルにて，前進切換および速度制御

が可能なように設術した。なお，主機関は2速制御

方式とした。荒天の際の主機関の過負荷を防止する

ため可変ピッチプロペラに翼角制御装磁(ALC)

を装伽した。

機関室前部に管制室を設け，機関部機器の集中監

視を行なうようにし，室内は冷房，防音装瞳を設け

ている。機関室補機は全て電動とし，交流発電機3

台を装術し出入港時は3台，航海時は2台運転す

る。本船は父島でホテルシップとして使用すること

があるので防音のため，発砥機排ガス消音器を発電

機関1台につき2連装附した。

ボイラは完全自動ボイラ（クレイトンWHO125)

を1台装備し，必要蒸気が得られるよう計画した。

冷却清水，潤滑汕および燃料油温度などは自動温度

調節弁を設け，温度調節を行なっている。

（2）主要機器要目

1）主機関

形式 単流掃気排気ターポチャー付2サイク

ルトランクピストン非逆転式ディーゼ

ル機関

8UET45/80D型2台

出力 定格5,800PS×230rpm

2）軸系（2機2輔）

中間軸 330'InIn×3,398mm×2本

給油軸 350'"×5,500m×2本

フ・ロペラ軸 35”皿×14,900m×2本

3） う。ロペラ

形式 三菱KAMEWA可変ピッチ

プロペラ86S/4 2個

直径 3,200jInm

4）蒸気発生装置

形式 クレイトンポイラWHO－125 1台

蒸発量1,500k9/h×7k9/cm2

(6)甲板機械

甲板機械は次のものを装術した。
操だ機

型式 電動油圧ラム型
容通および数避油圧ポンプ｡および電動機各2

台(11KW×常用2台)を1組
揚錨機

型式 電動油圧独立型
容迅および数赴12t×12m/min×2台

係船機

型式 電動油圧式
容量および数量10t×15m/min×2台
ホーサーリール

型式 電動油圧式
容量および数量0.2t×45m/min×4台

油圧ポンプユニット

前述の揚錨機，係船機，ホーサーリールおよ
び荷役ウイチ用として油圧ポンプを合計6台装
伽した。

スタピライザ

型式 クラックスサイズA折りた

たみ式

数 1対
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発電機関冷却海水ポンプ

150m3/h×30m ×1台

恥エ冷房用冷却水ポンプ

160m3/h×35m ×1台

恥2冷房用冷却水ポンプ

60m3/h×25m ×1台

恥3冷房用冷却水ポンプ

40m3/h×35m ×1台

機関室ピルジポンプ

5m3/h×30m ×1台

消防兼雑用ポンプ

50/200m3/h×50/20ms/h×1台

ピルジバラストポンプ

50/200m3/h×50/20InS/h×1台

ピルジセパレータサーピスポンプ

2m3/h×35m3/h×1台

主磯関補助プロア100m3/min×30mmAq×2台

機関室通風機 1,000m3/min×40"Aq×2台

機関室排気通風機600m3/min×30皿Aq×1台

補機室通風機 200m3/min×30皿|Aqx1台

独立消火ポンプ 35m3/h×50m ×1台

同上用原動機 50PS ×1台

発電機関清水冷却器C･S･50m3 ×1台

空気圧縮清水冷却器C･S･ 3ms ×1台

清水加熱器 H･S･10m3 ×1台

8）パウスラスタ

形式 三菱KAMEWAバウスラスタ

×1台

プロペラ直径1,650‘皿

発生スラスト 5.95t

9）主空気FF篭磯

形式 立型2段水冷 ×2台

容量 80m3/h(自由空気）

X25IU/cm2

（3） 自動化

1）主機関，可変ピッチプロペラは概要に示した通

りである。

2）主発電機関，主機関用補助プロア，清水ポン

プ, C還油移動ポンプ，主空気圧縮機，予備潤滑

油ポンプ, A重油移動ポンプ，その他補機の自動

発停。

3）ボイラ，油清浄機，その他補機の自動運転

4）主発電機関，その他補機の遠隔発停

5）冷却海水ポンプ，その他推進補機の自動切換

6）冷却清水，潤滑油，燃料油の自動温度調節

7）管制室内の総合監視盤，操だ室の操縦スタンド

内に主機関および補機器の圧力，温度，油水位の
指示と蕃報を組込んでいる。

魁，だ角指示器，主機回転計，氾気式温度計， 360

W拡声装股, 20W操船指令装睡電気時計，テレビ

ジョン装擬など各一式。

9）航海装隆

転輪ら針儀および自動操だ装腫，電磁式測程儀

ロランC受信隣レーダ（10吋×2)，風向風速計，

旋回窓（35”×2）など各1式。

10）無線装侭

500W主送信機, 75W補助送信機，全波圭受信機，

全波補助受信機自動砥鍵装践緊急自動受信機など

をラック式送受信器に収納,VHF無線砥話装腫，

SSB無線電話装慨を操だ室に設術。

4． むすび

以上本船の概要を紹介したが，本船は竣工後，定

期航路貨客船として，順調な航海を統けており，今

後の本船の活踊を祈る次第である。

本船建造に当っては，いろいろ苦労もあったが，

一応初期計画通りの性能を満足することができたこ

とは喜びに堪えない。

最後に本船建造に当り，多くのご指導，ご協力を

いただいた関係官庁，船舶整備公団，小笠原海運株

式会社，東海汽船株式会社のかたがた，ならびに本

船建造工事に協力いただいた関係各業者，関係メー

カのご協力に対して深く感謝いたします。

5． 電気部

砥気部主要目

1）ディーゼル発氾機

588KVA,AC450V, 3., 60Hz, 900rpmプラ
ツシユレス式3台，使用状態は出入港吟3台，通常
航海時2台，荷役時2台，停泊時1台とする。
2）蓄電池

非常灯，船内通信，警報用

DC24V, 400A1',鉛式 2組
無線装瞳非常電源用

DC24V, 300Ah,鉛式 1組
3）変圧機

一般用 75KVA450/105V, 11,
60Hz, 3台

雑用 25KVA450/205V, 3･,
60Hz, 1台

冷凍コンテナ用40KVA450/225V, 3j,
60Hz, 1台

200V睦電用 40KVA200/105V, 3',
60Hz, 1台

4）主配電盤

防滴，デツドフロント，分割母線式（停泊中陸上
電源負荷のみ給電）発電機盤3面自動化装隠盤1
面, 440V給電盤2面, 100V給電盤2面。

総合監視盤に発電装置の監視，制御装匿を組込
み，集中制御方式を採用した。
5）電動機

E種絶縁龍形瞬勤電動機
6）始動器

機関部主要補機は集合形始動器方式とし，管制室

に配置し，その他は小型集合始動器を採用し，それ

ぞれの用途に応じ適当な位置に配面した。

7）照明装腫

旅客区画，乗組員区画，機関区画などは一般に螢

光灯を採用。客室は売店および案内所からの調光’
オーニング甲板は操だ室，または売店および案内所

からの調光ができる。内部通路は電灯制御盤によ

り，遠隔点滅を行なうことができる。

8）船内通信，計測装置

，：4共電式電話， ’0回線全リレー式自動交換電

話，信号ベル，呼出装澄，非常警報装置，フ･ロパン

ガス警報装置， ランプ式エンジンテレグラフ, CP

Pテレグラフ，サーモスタット式火災探知警報装

門司L二
世界のFRP舟Bトピックス

■ポリアミドファイバーFRP船殼

（その3）

ポリアミドファイバー（ケプラー49）をRein-

forcementとしたFRPは，前，前々号で記述し

たように権丞，剛性の面で注目すべき多くの特徴

を持った船殻用素材である。すべての材料につい

て言えることであるが，万能ではない。特徴と同

時に弱みとする泣きどころもなし､わけではない。

その特徴を要約すると：その繊維の性能は，

1． ガラス繊維の40％軽い(SG1.45)

2． 引張強さはガラス繊維と同等

3． モヂニラスガラスの2倍

4． 比モヂュラスガラス繊維とハイカーボン

繊維の中間

FRPとした場合の性能は，

1． ガラスFRPより25～30%"w，

2． 比モヂニラスガラスFRPの約2～3倍

3． 対衝蕊性ガラ寺，カーボン，ポロンFR

Pより優れてv､る。

4. fE気特性ガラスFRPより優れる

などである。

そこで，若干の泣きどころとなるのは

1． 就屑加工工程は一般のガラス繊維と同じよ

うにできるが，前段階としてヤーン，マット

クロスの微断が在来の工具（減ち物鋏）など

では困難で， ケプラー49用の特殊工具が必要

である。

2． ケブラーFRPとしての穿孔，切断なども

在来の工具では切り口の毛羽立ちなどをおこ

すので，特殊工具が必要になることが若干不

便であるとされる。

2． 設計上の注意点として

比圧縮強さが，ガラスFRPの約脳である

ところを泣き処として予め留意する必要があ

る。

このような商弾性繊維reinforcementはコ

アー材を挟んだサンドイッチ補造の表面材とす

ることによって， より効率のよい複合素材とす

ることができる。

前記の通り引張り強さはガラスと同等であり

モヂュラスは2倍であるので，引喪り側につ1，

ては強いと言えるが，圧縮側では比較として弱

v､とヤ、う結果となる。この点， カーボンファイ

バーはバランスがとれているが， ケブラー49の

場合はアンバランスであると言える。

従って，船殻材としてこの材料を用し､る溺合

は圧縮側には増厚するなり． ガラス， カーボン

等の補強を予め考えておいた方がより安全であ

るとされる。

なお， ケプラー29とも､う組成の若干異る繊維が

同時に市販されてb､る。これは引張弾性が49の約

踊で伸びがやや大きし､繊維であるが, FRP用と

しては49が適し， 29はその強靱な特性から， ロー

プやケーブルのに効果のある分野を開拓しつつあ

る。またケブラーのヨットセールも29で織られた

もので，わが国でも使用して好成絞を収めた実紙

がある。

（百島祐忠／コンポジットシステム研究所）
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覇I ゆったりとしたサロン

遊歩甲板中央部にある案内所および売店

塵主要目

全、 長

長 巻

巾、

深 さ

職 i職喫水

総ト ン数

航海速力

主 機 関

連続歴大出力

旅客走貝

乗 組 風

三菱承エ業下I對迭船所で錘造中の船舶雛ｲI術公団

．,｣､笠原海述向け大蝿高速貨客船．.おカザぎわら九.’

は．去る3月23日竣工．引渡きれ． 4月2日より

東京竹芝一小笠原父騒航路に就航した。

同造船所は昨年4月に．束京～三宅腸～八丈脇

航路に就航した罐準貨客船"すとれちあ丸､.(3700

総トン〉を建造、高速船建造技術の経験と突紙を

生し~L、 このたび‘・お力ぐさわら丸，，を竣エした．

同船の建造は、52年ﾉ｣､笠原諦烏復婦10周年を機

に，東京都′j､笠朧問題研究会より「本土と勘を結

ぶ高速船の就航と観光事業の充実」が提言きれ，

その実現のためによるもので，建造蚕金のうち50

％は東京都と国土庁から袖肋金力〈出きれている。

建造賛総額は約23徳円である、

なお同船の就航にともなって来京～父酷I剛は現

行より12時I川趣縮きれて26時I川1江I、年1IM航海数

も18航海ふえて69航海になる。

11050m

lOOOOm

1520m

620m

475m

約3,500トン

7ノット（時速38.3km)

8UET45/80D×2基

5.800PS×2基

1,041人

61人

(垂線間）

（ 型 ）

（ 型 ）

（ 型 ）

20

L
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|海外事晴海
プロペラ

直径
同 左 ’6m l 同 左 5－8m

減速機及
び軸損失

3.5％ ’ 3.5％ 3.5％ 2％

う・ロペラ

効率■舶用プラントの燃料黄比較

中速ディーゼルメーカーであるS.W.D(Stotk-

WerkspoorDieSel)社が特殊撒讃船にて行なった

舶用プラントの研究結果，中速ディーゼル主機を採

用することによりプロペラ効率を良くすると共に，

可変ピッチプロペラを装伽する条件では，主機関駆

動発電機の装肺が燃料饗節減に有利であると報じら

れている。このような船の用途に合った最適舶用プ

ラントの研究は既にわが国でも大手各社で実用化さ

れているが燃料費の上昇に伴い今後ますます礎ん

になるであろう。 （編集部） -3.5％

(10,000+750)
X5,000×157×10-6
X90=759,490

10,000(1+0.02)
><5,000×158×10-0

X10=725,200

750×5，000×157
X10-6×130=76,540

航主機Wi89聴樫職;o
海

中発危噂雛蝿湾;,540
碇 450×3,760×157
泊発碓 ＊1
中 10-6×130=20,630

小計･ 803,670

同 左研究対象としたモデル船は27,000DWTの撒秋船

で，かつコンテナ搭戦可能なる荷役装瞭を持ってい

る。また本船は内陸水路で長時間の航行が多いた

め，減速航行および短時間の全出力による航行が要

求され，船主は可変ピッチプロペラ装伽を本研究の

前提とした。

詳細は下表の通り中速主機関と主蕊襲奪動発寵機

装術を組合せた舶用プラントが最も有利である。

年
間
燃
料
盤
用 同 左 同 左 同 左

780,120 780,120 882,350

シリンダーオイル
5，000×14，300×0．7
X10-3×1.1=55,060
システムオイル

5,000×14,300×0.2
10-3×0．8＝11，400

９
０』

。

●０
６

×
２

０
５

００
９
二

七
▽
●

３
０

１
×
×
３
０
－

０
０

０
１

ａ
×’ ’ ’ケース A B C ， 司一

槻－0－
一一 同 左 同 左

年
間
潤
滑
油
聾
用

調柵制I睡提

発誼提縫遼樫減辿樫

航海中1台，碇泊中
2台遮転
9,000×960×1
×10-3×0．9＝7,780

3,360×960×1

×10-3×0．9=3,250

13,760×960×1
X10-3×0．9

＝11，890

78，390

S 900,780

発 魎
0《剛北蜘N」 同 左

I11'地主侭間

小淵● 60，430

864,100

55,900 1
836,120 I S

55,900

836,120

可変ピッチ
プロベラ

＄ S可変ピッチ
ブロベラ

莞I

耐合構
103-4％ 100％ 100% 1078％

一

|穂ラ
計･算条件

主織躯鋤|プ｡ベラ機器

う。ロペラ

発危機

油滑油ポンプ

海水，浦水ポンプ

プロペラ

燃 料 潤 滑 油
年間航海時間 5,000Hr

年間碇泊時間 3,760Hx

航海中必要電力500KW
(750HP)

碇泊中必要篭力300KW
(450HP)

船速は10,000HPで15ノット

とする。

燃料･消独率 価 格｜潤滑油消謎率 価 格

$/kg
－

3韮 鼠孔H‘|使胴燃料| S/ton l9/HP･H'上記外独立
発電機

3基 2基 1基
’

中速主機| 157 1Cオイル| 90 0.9 0.9最適なプロペラ効

率が得られ減速機に

よる損失をカバーし

うる。

可変ピッチプロペ

ラを装備しているた

め，軸発芯機を装俄

し，航海中のC亜油

による発電が可能と

なると伴に，独立発

砥機の保守作業をな

くすことが可能とな

る。

固定ピッチプロペ

ラ世結主機関に較ぺ

可変ピッチプロペラ

装備船であるので主

機関は逆l伝装匝は必

要なし､。

ケースBに加えて

必要補機を駆動する

とともに，補助機関

(1,500HP)にて港

内航行（7ノット）

を可能とする。

潤滑油ポンプはク

ラ,ツァを介し，愈動
駆動可能とし， 自勤

的に髄勤／主機駆動

切換を行なう。

同 左

シリンダー

オイル0.7
システム

ォイル0．2

シリンダー

オイル1．1

システム

オイル0．8

低速主機| 158 1Cオイル| 90
特 長

発 ｜近機 ｜ ･』0.9

＊2
157 ディーゼル

｜オイル
130

（蝿蕊蝿學製:}等の胸題があるが,大勢に'ま影響が繕､､と判断される一編集部注一）
SWDTM620採用時の特長 6,000時間毎での点検で良い。

1)最適プロペラ回転数を得られる。 5)造船所の計算では初期投資が少なくなる。

2)主機駆動発電機により燃料費を節約できる。 6)ライン配置のSWDTM620は1台の過給機で

3)低負荷用補助プロヮーを使用しなくても推速装置 良いので，騒音面で他の大型主機関に較べ有利で

の最適化が可能である。 ある。

4)保守徴用の軽減が可能である。 byL. J.Neut,managerof thepropulSiondiv.

摩耗面は2ストローク低速機関の半分以下で，ピ SWD. (THEMOTERSHIP2月号'79)

ストリング交換は20,000昨間で良く，排気弁は

成

型 式| SWD8TM620 低速（2ストローク）
型

同 左

最高出力

常用出力

Ｐ
Ｐ

Ｈ
Ｈ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
７

乳
Ｌ

１
１

左
左

同
同

左
左

同
同

14,300HP

12,800HP

常用回軸数
（主機関／
プロペラ）

425／103 同 左 115／115同 左
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同 左 ’6m l 同 左 5－8m

減速機及
び軸損失

3.5％ ’ 3.5％ 3.5％ 2％

う・ロペラ

効率■舶用プラントの燃料黄比較

中速ディーゼルメーカーであるS.W.D(Stotk-

WerkspoorDieSel)社が特殊撒讃船にて行なった

舶用プラントの研究結果，中速ディーゼル主機を採

用することによりプロペラ効率を良くすると共に，

可変ピッチプロペラを装伽する条件では，主機関駆

動発電機の装肺が燃料饗節減に有利であると報じら

れている。このような船の用途に合った最適舶用プ

ラントの研究は既にわが国でも大手各社で実用化さ

れているが燃料費の上昇に伴い今後ますます礎ん

になるであろう。 （編集部） -3.5％

(10,000+750)
X5,000×157×10-6
X90=759,490

10,000(1+0.02)
><5,000×158×10-0

X10=725,200
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航主機Wi89聴樫職;o
海
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泊発碓 ＊1
中 10-6×130=20,630

小計･ 803,670

同 左研究対象としたモデル船は27,000DWTの撒秋船

で，かつコンテナ搭戦可能なる荷役装瞭を持ってい

る。また本船は内陸水路で長時間の航行が多いた

め，減速航行および短時間の全出力による航行が要

求され，船主は可変ピッチプロペラ装伽を本研究の

前提とした。

詳細は下表の通り中速主機関と主蕊襲奪動発寵機

装術を組合せた舶用プラントが最も有利である。

年
間
燃
料
盤
用 同 左 同 左 同 左
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シリンダーオイル
5，000×14，300×0．7
X10-3×1.1=55,060
システムオイル

5,000×14,300×0.2
10-3×0．8＝11，400

９
０』

。

●０
６

×
２

０
５

００
９
二

七
▽
●

３
０

１
×
×
３
０
－

０
０

０
１

ａ
×’ ’ ’ケース A B C ， 司一

槻－0－
一一 同 左 同 左

年
間
潤
滑
油
聾
用

調柵制I睡提

発誼提縫遼樫減辿樫

航海中1台，碇泊中
2台遮転
9,000×960×1
×10-3×0．9＝7,780

3,360×960×1

×10-3×0．9=3,250

13,760×960×1
X10-3×0．9

＝11，890

78，390

S 900,780

発 魎
0《剛北蜘N」 同 左

I11'地主侭間

小淵● 60，430

864,100

55,900 1
836,120 I S

55,900

836,120

可変ピッチ
プロベラ

＄ S可変ピッチ
ブロベラ

莞I

耐合構
103-4％ 100％ 100% 1078％

一

|穂ラ
計･算条件

主織躯鋤|プ｡ベラ機器

う。ロペラ

発危機

油滑油ポンプ

海水，浦水ポンプ

プロペラ
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年間航海時間 5,000Hr

年間碇泊時間 3,760Hx

航海中必要電力500KW
(750HP)

碇泊中必要篭力300KW
(450HP)

船速は10,000HPで15ノット

とする。
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－

3韮 鼠孔H‘|使胴燃料| S/ton l9/HP･H'上記外独立
発電機

3基 2基 1基
’

中速主機| 157 1Cオイル| 90 0.9 0.9最適なプロペラ効

率が得られ減速機に

よる損失をカバーし

うる。

可変ピッチプロペ

ラを装備しているた

め，軸発芯機を装俄

し，航海中のC亜油

による発電が可能と

なると伴に，独立発

砥機の保守作業をな

くすことが可能とな

る。

固定ピッチプロペ

ラ世結主機関に較ぺ

可変ピッチプロペラ

装備船であるので主

機関は逆l伝装匝は必

要なし､。

ケースBに加えて

必要補機を駆動する

とともに，補助機関

(1,500HP)にて港

内航行（7ノット）

を可能とする。

潤滑油ポンプはク

ラ,ツァを介し，愈動
駆動可能とし， 自勤

的に髄勤／主機駆動

切換を行なう。

同 左

シリンダー

オイル0.7
システム

ォイル0．2

シリンダー

オイル1．1

システム
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低速主機| 158 1Cオイル| 90
特 長
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｜オイル
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（蝿蕊蝿學製:}等の胸題があるが,大勢に'ま影響が繕､､と判断される一編集部注一）
SWDTM620採用時の特長 6,000時間毎での点検で良い。

1)最適プロペラ回転数を得られる。 5)造船所の計算では初期投資が少なくなる。

2)主機駆動発電機により燃料費を節約できる。 6)ライン配置のSWDTM620は1台の過給機で

3)低負荷用補助プロヮーを使用しなくても推速装置 良いので，騒音面で他の大型主機関に較べ有利で

の最適化が可能である。 ある。

4)保守徴用の軽減が可能である。 byL. J.Neut,managerof thepropulSiondiv.

摩耗面は2ストローク低速機関の半分以下で，ピ SWD. (THEMOTERSHIP2月号'79)

ストリング交換は20,000昨間で良く，排気弁は

成
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LiqueHedGasTankerEngineering byH・Emi,PrincipalSurveyor,HullDept･,NipponKaijiKyokai
吋象船舶／構進

主要寸法，船型，形状，

Ⅲ縦分布ロ波レベル､就

銃妓路等

圧期波浪データ

平均波商／川期の同時

発現ひん庇

P"；変4-4癖
連載

短期海象

平均波耐

平均波周期

均波耐

均波周】ﾘ’

－

一「一|
液化ガスタンカー ’船逮，波との出会w，

伽，縦戦状態辱振の
応答関数

(例〉

I
＜18＞

規Mﾘ波II1の彼柧荷凧
の応答閲欺

(鑿鴛驚聯）

!2II'の彼柧荷凧
さ間欺

騨鴛紫聯）

膨洋波スペクトル

（短jWI)

ISSC; (.l,7)式

i』轍Fi艇八”

（短l

ISSC;

＝＝

恵 美 洋 彦
日本海水協会船体部 /し、

二
一
Ｌ ↓
’

’ ’
波浪荷皿スペクトル

応棒の分壯(R"]2

えベクI､ル

ナ縦(R"]2

4．2．2波浪荷重

船舶が波浪中を航走している場合，船体および貨

物格納設術に加わる波浪荷重は，船体動揺による領

性力（表4－3“）に対応）および船体に加わる波

浪変動外圧に起因するもの（表4-3 (m)および

(n)に対応）がある。これらの変動荷重には，それ

ぞれ位相差があるが，実際の設計では，それぞれの

最大値（ある発現確率での期待値）を別個に求めて

適切に組合わせるのが通常である。この組合わせ

は，荷重の段階で行なう場合もあるし，また，応力

解析まで別個に行なって応力の段階で行なう場合も

ある。

いずれにしても波浪理論，波浪荷重の推定理論お

よびその応用については，貨物格納設備の設計上，

基礎知識として不可欠なものである。本章末尾に適

当な参考文献の例5)6)7)を挙げておくので参照された

い｡

独立型タンクタイプB,タイプB相当のセミメン

プレン方式タンク， メンプレン方式タンク，内部防

熱方式タンク等の波浪設計荷重は，直接計算または

精密計算と通称されている波浪中の船体応答を統計

的解析で長期予測する手法によって求めることが要

求される。 ‘)2〉また，二次防壁の設計にも要求され
ることがある。3〕

この直接計算は，わが国では，次に示すような条

件で行なうのが一般的である。なお，各船級協会

(AB, BV, GL, LR,NK,NV, RI, R

S)の波浪荷重の直接計算法を比較調査した結果，〉

では，使用する波浪データおよび海面波スペクトラ

ムに多少の相異があるが，その他については基本的

な相異はみられない。

(a)長期予測による波浪荷重は，現在，実用に供さ

一一､/~E7r
れている手法でよい。即ち，適切な理論またはモデ

ルテストによる規則波中（必要な場合，規則動揺

中）の荷垂との応答計算，短期不規則波海面におけ

る分布および大洋またはある限定海域波浪中の船舶

の一生に関する長期予測計算の結果として求める。

この一般的な方法の概略を示すと図4-4のようにな

る。

(b)船舶の一生を20年として波との出会ひん度を

103回とする。最大値としては， 10-8発現確率レベ
ルの値をとる。

(c)想定する航行海域の波浪海面としては, 10年間

程度の長期観測資料による。必要なデータは，平均

波高(これは，観測平均波高を意味し,粥最大平均波

高，即ち有義波高にほぼ等しい）および平均波周期

の同時発現ひん度分布である。特に航路を限定しな
い船舶では通常，表4-4に示す北大西洋における長

期観測資料をまとめたもの｡〉が用いられる。代表的

な大洋航行区域（例えば，北大西洋，北太平洋，南

大西洋，ペルシャ湾から北ヨーロッパ等）の波浪デ
ータを用いて波浪荷重の比較を行なった例，)では，

最も厳しい例（北大西洋）と最も緩やかな例（ペル

シャ湾から北ヨーロッパ）とで波浪荷重の差は, 10
％程度であるという結果も得られている。したがっ
て，一般的な航路を想定する船舶の設計で北大西洋
を常昨航海すると仮定して設計波浪荷亜を定めるの
は，実際上，厳しすぎることはない。

0）波長は，対象とする船舶の長さに対応させて適

当に選ぶ。例え感船舶の長さの財倍ないし4倍の
範囲の波長の波を想定する。

(e)短期不規則波浪海面における波のエネルギスペ

クトラムは, ISSC(InternaionalShipStructure

Congress) において提案された標準スペクトラム

I

漉弧荷砿の短期分功j

(Rnyleil'分布）
波浪荷亜の長期披浪荷亜の長期分布

応答が(a)を超える

JaWI硴半

Q(a)=E@三’PIj･qjj(a)

一

唯符の極値がある航(a)

を超える碓率=qfj(a)

L一

R#'=I:I_:[f"(",x)]皇 (A(t･,6-x)]鶴…‘

':'=1:*"'(冒蒜)Ti:'(-冒蓋ｧ）
r ;波浪荷重の振幅, h5波振幅（半波高),L;船の長さ， ス；波長,";成分波の円周波数(2;e/T;T=周期）
[A(",の] ;規則波中の荷亜の応答関数，′；波と船舶の出会い角度
Z ;波の平均進行方向と素成波の進行方向とのなす-角度
fiJ(") : (4･6)および(4 ･7)式参照
図4－4波浪荷正の長期分布予測手法の例

表4－4北大西洋の平均波周期／波高の同時発現ひん度分布(Walden'sData)6)

WholeYear (IbrAIINincWcatllerShips) (227,4970bs.）
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吋象船舶／構進

主要寸法，船型，形状，

Ⅲ縦分布ロ波レベル､就

銃妓路等

圧期波浪データ

平均波商／川期の同時

発現ひん庇

P"；変4-4癖
連載

短期海象

平均波耐

平均波周期

均波耐

均波周】ﾘ’

－

一「一|
液化ガスタンカー ’船逮，波との出会w，

伽，縦戦状態辱振の
応答関数

(例〉

I
＜18＞

規Mﾘ波II1の彼柧荷凧
の応答閲欺

(鑿鴛驚聯）

!2II'の彼柧荷凧
さ間欺

騨鴛紫聯）

膨洋波スペクトル

（短jWI)

ISSC; (.l,7)式

i』轍Fi艇八”

（短l

ISSC;

＝＝

恵 美 洋 彦
日本海水協会船体部 /し、

二
一
Ｌ ↓
’

’ ’
波浪荷皿スペクトル

応棒の分壯(R"]2

えベクI､ル

ナ縦(R"]2

4．2．2波浪荷重

船舶が波浪中を航走している場合，船体および貨

物格納設術に加わる波浪荷重は，船体動揺による領

性力（表4－3“）に対応）および船体に加わる波

浪変動外圧に起因するもの（表4-3 (m)および

(n)に対応）がある。これらの変動荷重には，それ

ぞれ位相差があるが，実際の設計では，それぞれの

最大値（ある発現確率での期待値）を別個に求めて

適切に組合わせるのが通常である。この組合わせ

は，荷重の段階で行なう場合もあるし，また，応力

解析まで別個に行なって応力の段階で行なう場合も

ある。

いずれにしても波浪理論，波浪荷重の推定理論お

よびその応用については，貨物格納設備の設計上，

基礎知識として不可欠なものである。本章末尾に適

当な参考文献の例5)6)7)を挙げておくので参照された

い｡

独立型タンクタイプB,タイプB相当のセミメン

プレン方式タンク， メンプレン方式タンク，内部防

熱方式タンク等の波浪設計荷重は，直接計算または

精密計算と通称されている波浪中の船体応答を統計

的解析で長期予測する手法によって求めることが要

求される。 ‘)2〉また，二次防壁の設計にも要求され
ることがある。3〕

この直接計算は，わが国では，次に示すような条

件で行なうのが一般的である。なお，各船級協会

(AB, BV, GL, LR,NK,NV, RI, R

S)の波浪荷重の直接計算法を比較調査した結果，〉

では，使用する波浪データおよび海面波スペクトラ

ムに多少の相異があるが，その他については基本的

な相異はみられない。

(a)長期予測による波浪荷重は，現在，実用に供さ

一一､/~E7r
れている手法でよい。即ち，適切な理論またはモデ

ルテストによる規則波中（必要な場合，規則動揺

中）の荷垂との応答計算，短期不規則波海面におけ

る分布および大洋またはある限定海域波浪中の船舶

の一生に関する長期予測計算の結果として求める。

この一般的な方法の概略を示すと図4-4のようにな

る。

(b)船舶の一生を20年として波との出会ひん度を

103回とする。最大値としては， 10-8発現確率レベ
ルの値をとる。

(c)想定する航行海域の波浪海面としては, 10年間

程度の長期観測資料による。必要なデータは，平均

波高(これは，観測平均波高を意味し,粥最大平均波

高，即ち有義波高にほぼ等しい）および平均波周期

の同時発現ひん度分布である。特に航路を限定しな
い船舶では通常，表4-4に示す北大西洋における長

期観測資料をまとめたもの｡〉が用いられる。代表的

な大洋航行区域（例えば，北大西洋，北太平洋，南

大西洋，ペルシャ湾から北ヨーロッパ等）の波浪デ
ータを用いて波浪荷重の比較を行なった例，)では，

最も厳しい例（北大西洋）と最も緩やかな例（ペル

シャ湾から北ヨーロッパ）とで波浪荷重の差は, 10
％程度であるという結果も得られている。したがっ
て，一般的な航路を想定する船舶の設計で北大西洋
を常昨航海すると仮定して設計波浪荷亜を定めるの
は，実際上，厳しすぎることはない。

0）波長は，対象とする船舶の長さに対応させて適

当に選ぶ。例え感船舶の長さの財倍ないし4倍の
範囲の波長の波を想定する。

(e)短期不規則波浪海面における波のエネルギスペ

クトラムは, ISSC(InternaionalShipStructure

Congress) において提案された標準スペクトラム

I

漉弧荷砿の短期分功j

(Rnyleil'分布）
波浪荷亜の長期披浪荷亜の長期分布

応答が(a)を超える

JaWI硴半

Q(a)=E@三’PIj･qjj(a)

一

唯符の極値がある航(a)

を超える碓率=qfj(a)

L一

R#'=I:I_:[f"(",x)]皇 (A(t･,6-x)]鶴…‘

':'=1:*"'(冒蒜)Ti:'(-冒蓋ｧ）
r ;波浪荷重の振幅, h5波振幅（半波高),L;船の長さ， ス；波長,";成分波の円周波数(2;e/T;T=周期）
[A(",の] ;規則波中の荷亜の応答関数，′；波と船舶の出会い角度
Z ;波の平均進行方向と素成波の進行方向とのなす-角度
fiJ(") : (4･6)および(4 ･7)式参照
図4－4波浪荷正の長期分布予測手法の例

表4－4北大西洋の平均波周期／波高の同時発現ひん度分布(Walden'sData)6)

WholeYear (IbrAIINincWcatllerShips) (227,4970bs.）
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荷亜成分を含む前後方向加速度）は，計算の場合，

それぞれ別個に独立して働くものと考える加速度成

分である｡.ただし’これらの式を長さが50m未満の

船舶に適用するのは，必ずしも適当でない。

表4－5直接計算による船体動揺特性

(10-8般大期待値）
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賓
剴
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O

O

＃

壬山

口

",=±α‘,/0.6÷25(f+0.05)2+K('+O"f).
．….．“…･(4.9）

α垂＝±αoV0.06+Az-0.25A ････…．.…･-(4.10)

Z,,B;船舶の垂線間長さ，型幅(m)

CD ;方形係数

エ；穣載物を含むタンクの重心位置から船舶の

中央までの長さ方向の距離(m)|。中央から前

方を＋，後方を一で表わす。

竃；船舶の実際の吃水線から穣赦物を含むタンク

重心までの垂直距離(m)。吃水線から上を

＋，下方を一で表わす。

"｡=02*+"-Wo/z
A=(0.7-L/1200+5z/L)(06/CD)

K=13GM/B(10未満のとき, 1 0とする）

V;船舶の航海速力（ノット）

GM;船舶の重心から横メタセンタまでの垂直距

離(m),

図4-8に上式による計算例と前（1）に示した手法

による計算例との比較を示す。

（2）タンク最大内圧')2）

タンクに液が満載された場合の動圧を含む内圧

ﾊ”は，重心に加速度が加わって発生するものとし

て, ", yおよび零方向の加速度α諺， α〃および

α室が与えられると次式で求めることができる。た

だし，スロッシングの影響はないものとする。

Acq=10P･+(A"),"αヱ；水頭(m) ･(4.11)

’
73,000In3LPG船

L×B×D=215×34.8×23.2(m)
5 6 7 8 9 10 11 12

風力階級

図4－6風力階級と船速低下
（伊束，日本海郡協会酷鋪136号， 1971年'二よる〕

(1,)荒天避航の影響も考慮にいれてよいが，これは，

今後の調査研究を待つ問題である。

前(副)ないし(f)の手法を用いて直接計算で求められ

た例として船体動揺の10-琵現確率レベルの値を表

4-5に示す。なお，加速度および変動最大外圧の例

は， 4.2.3の波浪荷重近似式と対応してそれぞれ，

図4－8および図4－14に示される。

L Ii 8 10 12 理

平均糖獅(m)

叩
一

(雛鶏蛎｣r響穿購の遮続上の安全対簾）
、一般貨物飴回コンテナ船

△カーキャリア亜貨客船

右凋に′の付いたものは甲板貨物ありの例

6=桓零
図4－5荒天遭遇時の船速低下率

向に対して一両/2から＋穴/2の範囲にCOS2Z分布し

ているものとする。即ち，素成波の進行方向と波の

進行方向のなす角度を鷲とすると次式で表わされ

る。

[/(･, x)]2=:[JI｡')]｡c･s2x; '"/2'≧x
｝"”＝0 ；その他

(I)船舶の進行方向と平均波方向との出会い角(β）

は，全ての角度で同じ発現確率とする。

(9)荒天時においては，波浪抵抗の墹加および過大

な船体運動を避けるための意図的な減速による船速

低下の影響を考慮してよい。例えば，船速低下の影

響として波周期を考慮せず，図4-510)から直接に或

いは図4-611》および図4-7町)を用いて風力を介して平

均波高に対する低減した船速を求める。次いで，そ

れぞれの船速に対する荷重応答を求めておいて前述

のような直接計算を行なうのも1つの方法である。

4.2.3各種波浪荷重の近似法

独立型タンクタイプAおよびC,および一体型タ

ンクの設計には，適切な近似式による波浪荷重を用

いてよい。 】)2〕また，その他のタンクでも開発／設

計の初期では，近似式で波浪荷重を推定するのが通

常である。

各種波浪荷重の近似式は，前4.2‘2の手法でシリ

ーズ計算を行なった結果として与えられている。次

に示す各種近似法は，実際の設計に比較的多く用い

られているもので，特記する場合を除き，北大西洋

を20年間航海するとして10-s発現確率レベルの最大

期待値として示されたものである。また’荒天時速

力低下および荒天避航の影響は考慮されてない。

（1）加速度(無次元表示；重力加速度との比)')2〕

次に示すαz(静荷重を含まない上下方向加速度),

"")横揺れによる横方向の静荷重成分を含む横方

向加速度）およびα鈴（縦揺れによる船長方向の静

を用いるのが通常である。これは，次式で表わされ

る。

[/"(Gj)]2=0.11H2 a'I-1(G)/ujI)-5

．eｴ'[-0.44(dj/d),)-4] ･…..(4･6)

dJ,=27r/T1

IJ;有義波高（観測平均波高）

T】 ；平均波周期

の；成分波の円周波数

波スペクトラムの方向性分布は，波の平均進行方
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荷亜成分を含む前後方向加速度）は，計算の場合，

それぞれ別個に独立して働くものと考える加速度成

分である｡.ただし’これらの式を長さが50m未満の

船舶に適用するのは，必ずしも適当でない。

表4－5直接計算による船体動揺特性

(10-8般大期待値）
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CD ;方形係数

エ；穣載物を含むタンクの重心位置から船舶の
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"｡=02*+"-Wo/z
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図4－6風力階級と船速低下
（伊束，日本海郡協会酷鋪136号， 1971年'二よる〕
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タンクの船体横断面，即ちy-z方向の分布を示す

ものである。

なお，図4-9ないし4-12に示す作図法のほか，だ

円またはだ円体の式を用いて計算によって任意の点

の最大内圧を求め得る。また，二乗和平方根法を用

いた計算法も結果的には，加速度だ円または円体で

求めた場合と大差がない。

このような内圧計算法は，タンク囲壁各部に生ず

る最大内圧を求めるものであり，このようにして求

めた圧力分布でもってタンク板パネル，タンク防携

材またはタンク支持構造のような狭い範囲の荷重を

考倣する局部構造強度を検討するのは適当である。

しかし，タンク全体強度を検討するのには，必ずし

も適切でないのでそのような場合は，各方向の加速

度による動圧をそれぞれ別個に求めて応力解析を進

め，応力の組合わせで考慮する方法をとることが多

い。詳細は4.4橘造強度をされた参照い。 （続く）
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αg＝0.5779,α"=0.4179,αヱ=0.2919,

L×B×D×d=230×42×26×10.5m

タンク容赴80,000m3, i･=0.5ton/m3
Cb=0.75, Vs=19kt

対象;No.2タンク,mG=53.1m
設計蒸気圧含まず。

図4-13横吐円筒形タンク内圧分布(y-z断面）

図4-11任意方向加速度による内圧の求め方（二次元）

’ バー1船体中央
、

船首部／み、、
～－－1

hqd印。p zp r

〔← おことわり.連戦の「造船技術者から見た機関部初

期計画」は，誌面の都合で本号休戦いたします。

－た
ゴー

任意の方向における最終的な加速度（静十動）αβ

αご¥上下方向加速度成分．α"：横方向加速度成分

図4－9加速度だ円（三次元） |海外事情 ’ ポートとエレベーター装置により，在来式のバナナ

荷役も高能率で可能となっている。

なお， この16トンデッキクレーンに組合された

4GWinter''クラス専用の複合パレットローダーは，

一度に8～12パレットを同時荷役可能で，テストで

は揚荷能率は2倍となったと云われている。

冷凍設附は， 3韮の40万キロカロリー／毎時(Te

＝-35℃,Tc=30℃）のSTAL製R-22コンプ

レッサーを心臓部に使用したプライン方式で，デフ

ロストはホットガスが使用されている。空気循環回

数は90回，新鮮空気取入量は4%Vol,で， ファン

には低速運転可能な周波数変換器が装備されてい

る。

主機はB&W6K90GF, 20,500PS×114rpm

で,KaMeWaの可変ピッチプロペラで，ブレード

はスキューバックタイプが採用され, 6.5mlのプ

ロペラで22ノットのサービススピードをマークす

る。

本船はサレングループ支配船腹130隻中80隻の冷

蔵貨物船の新鋭フラグシップとして，冷蔵貨物はも

とより, 240TEUのコンテナ， 自動車や雑貨も薇

取れる多能をフルに生かした活踊が期待されてい

る。

(MarineWeek8,March 1979)

一

薦サレンにとって， “冬”は冷たくない

－新鋭冷蔵貨物専用船

cCWinter''クラス就航一

冷蔵貨物船の新らしい世代を代表するサレン社の

KdWinter'' クラスが就航した。

この船は，コンベンショナルな冷蔵貨物船であり

ながら，スピードが売りものの新らしいアイデアに

満ちた船である。スピードとは，ひとり航海速力の

みならず，荷役と冷凍装匿も含めての話である。

（編集部）

サレン社の基本計画になる新鋭冷蔵貨物船のう

ち最初の2隻@GWinterWater'' ・6fWinterMoon,

が,GolaverkenのOresundsvarvetとAreudal

造船所から引渡された。あと4盤の同型船が建造中

である。

本船の最大の特色は，冷凍船の常識を破った広い

ピギーバック式ハッチオープニングであろう。

1ハッチ4枚のポンツーンから椛成されるこのタ

イプのハッチカバーは，全ハッチ面積の75％が油圧

で自由に開閉可能で， 4韮の16トンデツキクレーン

によって，館内の如何なる位置にも横持なしのスポ

ッティングが可能である。この他，バナナ用サイド

C.G

一－一一
淀

1－

』 あらゆる方向に対して“およびZβを考慰して“×Zβ

が最大となる方向の内圧を求める

図4－12タンク囲壁に働く最大内圧の求め方（二次元）／'｜
辞 ○

二

十 ハ“＝αβ・玲・γ；水頭（")･-…"･…･“(412）

Po i設計蒸気圧(Ag/c加雷G)

αβ ；任意方向βにおける重力および動荷重に

よる加速度の無次元表示。図4-9および10

参照。

あ；β方向の圧力を決める場合，圧力を求め

る点上の最大の液高さ(m)。図4-11参照

γ；設計温度における貨物の最大比重量

(2/in3)

βの方向は，ル“が最大値，即ち“×zβが最大

値，となる方向を考慮する。したがって， タンク囲

壁の任意の点に対して図4-12に示すように各方向を

考慮して最大値を求める。この方法で求めた横臓円

筒形タンク（独立型タンクタイプC, LNG船試設

計）の内圧分布の例を図4-13に示す。この内圧は，

／
／

／

ー

-LY

α霞；上下方向加速度成分，αyぅ横方向加速度成分，
α霧；前後方向加速度成分

図4－10加速度だ円体と任意方向の加速度αβ
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め，応力の組合わせで考慮する方法をとることが多
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る点上の最大の液高さ(m)。図4-11参照

γ；設計温度における貨物の最大比重量

(2/in3)

βの方向は，ル“が最大値，即ち“×zβが最大

値，となる方向を考慮する。したがって， タンク囲

壁の任意の点に対して図4-12に示すように各方向を

考慮して最大値を求める。この方法で求めた横臓円

筒形タンク（独立型タンクタイプC, LNG船試設

計）の内圧分布の例を図4-13に示す。この内圧は，

／
／

／

ー

-LY

α霞；上下方向加速度成分，αyぅ横方向加速度成分，
α霧；前後方向加速度成分

図4－10加速度だ円体と任意方向の加速度αβ
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簾ケニヤ政府NKの承認事項追加 日または昭和54年12月末日までのいずれか早い日ま

NKは, 1976年2月ケニヤ政府からILLC1966 でに， 「量産機器の検査要領」による取り扱いへ移

およびSOLAS1960の各条約に基づき，同国政府 行することになっており, NKは今その作業を進め

に代わり同国籍を有する船舶を検査し，証書を発行 ている。

する権限が付与された。今回これに加えて, Grain これまで通産機器として承認された製造者，承認

LoadingPlanの承認およびトン数測度を行ない， 番号および形式は下表に示すとおりである。

トン数証書を発行する権限も去る2月20日付けで同 電動機を避産機器として承認するに当たり，従来

国政府から付与された。 の認定制度に比べ，承認の範囲に関して，若干取り

これにより，同国政府から付与された権限は次の 扱いを変えた。両制度間の主な相遮は次のとおりで

とおりとなった。 ある。

(1) ILLC1966に従って乾玄を指定し，検査を行 1. 形式ごと（全閉形，防滴形等）に承認番号を

なって国際満載吃水線証書を発行すること。 付与した。認定制度では各わく番号に認定番号

(2) SOLAS 1960に従って検査を行ない，貨物船 が付与されていた。

安全楠造証書，同安全設備証書，同安全無線電信 2． 同一形式としての取り扱い範囲を拡大した。

証書および同電話証書，旅客船安全証書を発行す すなわち，

ること。 (1)50Hzを追加した。

(3) SOLAS1960に従ってGrainLoadingPlan (2)矧聯間定格（30分， 60分等）および%ED,定

を承認すること。 格(40%E.D.等）を追加した。

(4) BritishMerchantShipping(Tonnage)Re- {3)短時間定格および%E.D.定格の場合，出力

gulations l967(UK規則）に従ってトン数測度 100KW以上を認めた。連続定格の出力は当分

を行ない， トン数証書を発行すること。 の間ユ0OKW以下とする。

麓三相かご形電動機の量産承認 今回紹介した製造者のほか，三菱電機，神鋼電機

昭和52年版鋼船規則改正により，既認定の電動豊橋工場安川電機から承認の申し込みがあり，現

機，始動器および変圧器は，それらの有効期限満了 在工場調査と承認試験を進めている。

量産挫器として承認された掴動機

連 載FRP船講座<21>

FRP船のスタイリング(2)

丹 羽 誠 一

4． 合板張りの外板

写真9（前回）の合板張りのポートは，舷側外板

はそのまま合板を曲げ蓋けることができたが，船底

外板は船首部では幅のせまい薄い合板を成形型に張

り合せて成形している。

波の中で使える高速艇が全体を合板張りで出来る

ようになったのには，それなりの船型の変遷があっ

たのである。 （写真14）

写真15は1966年に試作した5.6mランナパウトで

ある。船首の形は1960年に建造したPT10(写真

16）とほとんど同様の形をとっている。波の中の乗

り心地はきわめて良好である。ところが平水を走っ

ていると，時々船首から，ちろちろとわずかながら

水滴が上って飛んで来る。結局，ステムとキールと

の結合のアールを大きくして写真17としたことで改

善された。

．次いでこれと同じ系統の船型を商品開発として種

々･の角度からテストしていると， この形では斜追波

時にややコース不安定が出ることがわかった。これ

は操舵に頭を使わず，波や外乱に対し反射的に操舵

しているベテランでは，気にならない程度のもので

あるが，そこまで行かない一般のドライバーにはあ

りがたくないことである。

それと外観上よく浮いて走っているという感覚を

与える商品としての見地からキールラインを中央部

から切り上げて行って，どこからステムかわからな

い形にすることで解決された（写真18)、 （1970)。

この傾向はスポーツポートではさらに顕著にな

り，写真19（1972）のようになった。このような船

型は1965年ごろからトップクラスのオフショア．レ

ーサーでは採用されはじめていたものである。

このようにスポーツポートの船型が変化して来た

状態で， 日躍大工で自作できる高性能アウトボート

ランナパウトとして合板張りの16沢艇を試作したの

が1974年である（写真20)。 このきわめて簡単な線

図のランナパウトは135馬力のアウトボード付で80

km以上の速力で安定して走ることができるし，また

海上に出てもかなりドライな艇として十分に使え

る。

この船型はFRP用としても最も工作しやすい船

型であり， このバリエーションの応用範囲は広い。
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簾ケニヤ政府NKの承認事項追加 日または昭和54年12月末日までのいずれか早い日ま

NKは, 1976年2月ケニヤ政府からILLC1966 でに， 「量産機器の検査要領」による取り扱いへ移

およびSOLAS1960の各条約に基づき，同国政府 行することになっており, NKは今その作業を進め

に代わり同国籍を有する船舶を検査し，証書を発行 ている。

する権限が付与された。今回これに加えて, Grain これまで通産機器として承認された製造者，承認

LoadingPlanの承認およびトン数測度を行ない， 番号および形式は下表に示すとおりである。

トン数証書を発行する権限も去る2月20日付けで同 電動機を避産機器として承認するに当たり，従来

国政府から付与された。 の認定制度に比べ，承認の範囲に関して，若干取り

これにより，同国政府から付与された権限は次の 扱いを変えた。両制度間の主な相遮は次のとおりで

とおりとなった。 ある。

(1) ILLC1966に従って乾玄を指定し，検査を行 1. 形式ごと（全閉形，防滴形等）に承認番号を

なって国際満載吃水線証書を発行すること。 付与した。認定制度では各わく番号に認定番号

(2) SOLAS 1960に従って検査を行ない，貨物船 が付与されていた。

安全楠造証書，同安全設備証書，同安全無線電信 2． 同一形式としての取り扱い範囲を拡大した。

証書および同電話証書，旅客船安全証書を発行す すなわち，

ること。 (1)50Hzを追加した。

(3) SOLAS1960に従ってGrainLoadingPlan (2)矧聯間定格（30分， 60分等）および%ED,定

を承認すること。 格(40%E.D.等）を追加した。

(4) BritishMerchantShipping(Tonnage)Re- {3)短時間定格および%E.D.定格の場合，出力

gulations l967(UK規則）に従ってトン数測度 100KW以上を認めた。連続定格の出力は当分

を行ない， トン数証書を発行すること。 の間ユ0OKW以下とする。

麓三相かご形電動機の量産承認 今回紹介した製造者のほか，三菱電機，神鋼電機

昭和52年版鋼船規則改正により，既認定の電動豊橋工場安川電機から承認の申し込みがあり，現

機，始動器および変圧器は，それらの有効期限満了 在工場調査と承認試験を進めている。

量産挫器として承認された掴動機

連 載FRP船講座<21>

FRP船のスタイリング(2)

丹 羽 誠 一

4． 合板張りの外板

写真9（前回）の合板張りのポートは，舷側外板

はそのまま合板を曲げ蓋けることができたが，船底

外板は船首部では幅のせまい薄い合板を成形型に張

り合せて成形している。

波の中で使える高速艇が全体を合板張りで出来る

ようになったのには，それなりの船型の変遷があっ

たのである。 （写真14）

写真15は1966年に試作した5.6mランナパウトで

ある。船首の形は1960年に建造したPT10(写真

16）とほとんど同様の形をとっている。波の中の乗

り心地はきわめて良好である。ところが平水を走っ

ていると，時々船首から，ちろちろとわずかながら

水滴が上って飛んで来る。結局，ステムとキールと

の結合のアールを大きくして写真17としたことで改

善された。

．次いでこれと同じ系統の船型を商品開発として種

々･の角度からテストしていると， この形では斜追波

時にややコース不安定が出ることがわかった。これ

は操舵に頭を使わず，波や外乱に対し反射的に操舵

しているベテランでは，気にならない程度のもので

あるが，そこまで行かない一般のドライバーにはあ

りがたくないことである。

それと外観上よく浮いて走っているという感覚を

与える商品としての見地からキールラインを中央部

から切り上げて行って，どこからステムかわからな

い形にすることで解決された（写真18)、 （1970)。

この傾向はスポーツポートではさらに顕著にな

り，写真19（1972）のようになった。このような船

型は1965年ごろからトップクラスのオフショア．レ

ーサーでは採用されはじめていたものである。

このようにスポーツポートの船型が変化して来た

状態で， 日躍大工で自作できる高性能アウトボート

ランナパウトとして合板張りの16沢艇を試作したの

が1974年である（写真20)。 このきわめて簡単な線

図のランナパウトは135馬力のアウトボード付で80

km以上の速力で安定して走ることができるし，また

海上に出てもかなりドライな艇として十分に使え

る。

この船型はFRP用としても最も工作しやすい船

型であり， このバリエーションの応用範囲は広い。
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写真21

一

ー

阜

一 くP製めす型を造ったのでは我用がかかりすぎるの

で，木製めす型が使われる。一時は木製めす型は簡
易型などと言われて軽視されていたが，正しい工作
で，きちんと仕上げられた木製めす型は寸.法糖度と
いい，面の仕上りといい, FRP製めす型に劣るも
のではない。

型面の仕上り工数の節減から，これにはポリエス
テル化粧合板を面板として使用するのが得策であ
る。十分に配瞳された目板の上に3皿合板を張るの
であるから，工作上ある程度の形の制約を受けるこ
とになる。木造艇の場合にはスフﾟレーストリップは
船体ができてから張り付けるので，合板張りには船
底全体が可展面であることが要求されたが，木製め
す型の場合には，スプレーストリップも1体で成形
されたものでなくてはならないので，船底の型面は
ストリップで分割され，それだけ面の曲りが自由に
とれる。

写真21はそのような合板張りめす型によって成形
された16沢艇であるが（1975)， この大きさのもの
でも曲面にかなりな自由度があり，横裁面における
300アール程度のものが張れることが実証された。
この程度の大きさでは船側は可展面としているが，
もう少し大型になるとこれも合板をダイヤゴナル張
りとして二重曲面を出すことができる。

木製めす型にはもう一つ形の上での制約がある。
それは特にシャーラインの寸法精度を高くできる形
としなければならないことである。FRPめす型は
デッキと外板とを1体として造った木型からめす型
を採るので，めんどうなシヤーラインとしても結合
部の寸法精度は保たれるが，デッキと外板と別々に
土台を侭き， フレームを組立てて型を造って，しか
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7． 船首のスタイル

鋼船も永い間，ステムパーを両側の外板ではさん
で鋲接するという，味の無い船首のスタイルをして
いた。これが両側の外板を曲面でつないだ今日の形
になったのは1930年ごろからのことであった。
木船も角形の船首材にラペットを切って外板をお
さめていたものが，高速艇では船首材をきれいに仕
上げて外板と続いた曲面にするようになった。合板
張りの木製めす型では，小型艇の場合，この部分は
パテ仕上げ可能な程度のアールにするので，木造艇
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写真29

8． デッキの造形

デッキの機能を満足するための，最もシンプルな

造形は木造艇のデッキであり, FRPポートの場合

も基本的な形としては，そのようなフ･レーンな形が

存在する（写真28)。

木造船の場合，横方向にビームを世き，それにデ

ッキプレートを張ってゆく。工作上からもまず防携

材が存在し，それから次に板が取付く。これに反し

FRPの場合は成形型に秋層された板があり，必要

に応じてそれに防携材が取付けられる。防撲材はな

るべく簡単にしたいし，出来れば取付けたくない。

この種のデッキは一般に訓層が厚く，またはサンド

イッチ，合板の裏打ちなどをしたものが多い。

戟届を薄くしながら効果をあげる方法が求められ

る。そこで発生するのがデッキプレートをコルケー

トさせて防撲効果を持たせるスタイルである。写真

29は広い面を持つ前部デッキを分割してコルゲート

2本を通して防携している。

デッキを散層して脱型したときの取扱いも考えな

ければならない。デッキは外板との取合いのため，

舷端には何等かの形状剛性を持たざるを得ない。デ

ッキ単体では，元来は，深さを持たないので曲げ剛

性はきわめて低く，このような形状剛性を持つ部分

に応力集中を起して，ややもすると単体で取扱って

いるあいだに損傷しやすい。これの対策も兼ねて，

デッキに厚みを出す。これによってシヤーラインか

ら上のスタイリングに自由度を珊し，またコックピ

ットの実質的深さを増すこともできる。最も簡単な

ものは普通の円孤キャンパーを棺円キャンパーに変

えただけのものから，ナックル付のキャンパー，さ

らにはコックピットコーミングを前後に延長してコ

ックピット端における剛性の不連続をさける例もあ

る（写真30)。

写真31の例ではナックル付きキャンパーに，中心

線位腫にストライプに相当する段付けをしている。

その延長上に計器座を秋層し，風防ガラスをここで

左右に分割している。このような比較的小さくて深

い突起部は讃層上かなり困難なものである。この場

合はスタイリング上のアクセントとしての意味が強

いので，できることなら無くしたい。

コックピットのコーナー部やモーターウエルの角

部はよく損傷を起す部分である。

写真32の例では後部コックピットコーナーはトラ

ンソム柵造と舷側構造との接続部にあたり， このよ

うにコーナーアールが小さいと損傷しやすい。 トラ

ンソム全面に合板の入った剛な構造の場合にはあま

り問題はないが， ドライブユニット取付部だけに合

板を入れてあるときは，十分に補強を考えておかな

くてはならない。エンジンボックス両サイドのシー

トを有効に使用するためには，あまり大きなアール

をかけることができないとしても，構造上の要求に

は忠実であらねばならぬ。

写真31のコックピットとモーターウエルとの関係

も工作上好ましくない例である｡深い横メンバーが，

元来，工作しにくいうえに，その両端部で縦メンバ

ーの連続性が破られ，弱点となりやすいので，この

例では,この部分は内部に補強稜層を行なっている。

写真33のように縦部材はそのまま通し，横部材は

なるべく浅くすれば，工作上も有利であるし，強度

上の弱点も解消される。
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9． まとめ

FRP板の機械的特性からは，なるべく形状剛性

を持たせた曲面ないし折れ面を使用したい。

工作上の信頼性を考えるとなるべく平面ないしそ

れに近い曲面を使用し，縦方向と横方向との折れ角

が交叉することは望ましくないし，曲率の大きな曲

面も好ましくない。

せまく深い凸面を作ること，特にそれが縦横に交

叉することは良くない。

面のコーナーアールは5m程度を最小としたい。

実際上これ以上シャープなコーナーを作ってもそれ

だけの造形上の効果はあがらないし，ピンホールな

どの欠陥のもととなりやすい。

以上を考えるとFRPはどんな形でも自由に積層

することができるという言葉は正しくない。

FRP船のスタイリングは流体力学からの要求

と，械造上，工作上の要求とを重視した簡素の美こ

そが正しいあり方と考えられる。

特別の効果をねらって， この原則に反するような

スタイリングとするときは，ガラス基材の配置と裁

断， ラップの位匿とその形式，工作の手順と使用工

具などについて十分に研究し，正しい菰層工作指示

を作成し，注意して讃層しなければならない。

（つづき）
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写真33
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■‘‘船舶'､用（1年分12冊綴り）ファイル■

定価800円（〒300円，ただし都内発送分のみ）

ご注文は最寄の書店へお申込まれるのが，ご便

利です。

株式会社天然社
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発電機はAC225V3相交流60KVA(48KW)

ディーゼル発寵磯1台を有し, 100V機器には2K

VA変圧器3台により給電する。所要電力は最大34

KWで，十分の余裕がある。

レーダー，無線，航海灯，機関々係電装品および

予伽灯は直流24Vとし, 24V200AH蓄電池3組を

有し，主機駆動の2KW直流発電機2台により充電

する。

性能予測として丹羽チャートによる所要馬力を計

算して‘‘いそかぜ”と比較する。

本船 いそかぜ

4f 61.5 61.0

L 28．45 26．0

LG 11．41 11．02

LG/L .401 、424

LJ 30.384 28.481

L'/△)§ 7.698 7235

く少くすることにより，全溶接でも溶接歪の少い，

安全で美しい船体が建造できる確信が得られるよう

になったので，比較的大型船ではあるが全溶接の採

用にふみ切ったのである。

船内配磁は華本的には前の船と変りはなく，定員

はやや期して144名となった。

主要寸法および満戦出港状態璽量:を"いそかぜ”
と比較する。

主要寸法

本船 いそかぜ

全長 28.450 26.000

船籍票による長さ 27.500 23.990

最大幅 6.000 5.800

深さ 2.800 2.600

満赦出港状熊電偏・

本船 いそかぜ

船殻 18.560 23.000

職装 5.805 5.720

固定斉附 1.054 760

機関 15.948 15．719

電気 3.645 2.765

旅客およひ所持品10.080 9.240

乗員および所持品 240 500

品料等 4.334 2.600

清水 ユ.000 500

余裕（不明） 788 351

全
Ｐ
一
功旬

司

〃

了

Fv

１
１
１
引
１
１

＝

本船

V V/△臆鶚fBHP÷譜P
22 11．073 1．15 1556 1634

24 12．080 1．25 1845 1937

26 13．087 1．34 2143 2250

いそかぜ

22 11．088 1．23 1651 1734

24 12．096 1.325 1840 2037

26 13．104 1．415 22“ 2356

丹羽チャートは特に性能良好な艇に対する値を示

しているもので，一般の艇の成紙はチャートの読み

の＋5％を中心として，その±5％の範囲に約50%

が入る。

“いそかぜ”の場合は＋5％の線よりごくわずか

高い馬力を要しているので，本船の予想性能はチャ

ート読み5％と考えてよいであろう。したがって満

戦時85%MCRを航海出力とすれば, 23.6ノットが

得られることになり，保証速力は十分に満足でき

る。

試運転時には満載排水量より若干重い62.8トン

で，重心ともやや後方によっていたが，成績はほと

んど予想性能曲線上に乗っている。もう一つの設計

条件，軽荷（51.5トン）で約28ノットという条件に

対しても， 53．2トンで278ノットを得て満足してい

る。

試運転成績比較図の曲線は試運転時の状態に対す

るチャート読みに5％を加えたものを示している。

"E ばるとある－3，’

伊豆西岸航路高速客船

墨田川造船 合計 61.454 60.960

船体構造は縦肋骨式，外板は船底7m，船側6皿

と比較的厚いものを使い，縦肋骨は溶接用球平形材

を使用し， ウエーブフレームの貫通部はスロットを

設けず，縦肋骨の球部のみを削ってウエブフレーム

のスリットに嵌め込み，全周溶接している。

部材寸法は前記RR11部会による52年度基準案に

準拠し，限定沿海の要求を満足するものとしてい

る。

魚雷艇のような限界設計を行なえば船殻重愚はさ

らに20%程度軽減することも不可能ではないが，工

作がめんどうになり，溶接歪を噸すことになりかね

ないので，信頼性を亜視して安全確実な船体を造る

ことにした。

伊豆箱根鉄道は西伊豆航路に26m|型高速客船2坐

を運航している。この船は沼津一松崎間を，時間20

分で走って，バスによる所要時間の半分で連絡し，

利用客は多い。

これらは．‘こぱるとある－3， 2号,、といって，

昭和48年に当社が関西汽船の神戸一洲本航路用に設

計建造した高張力銅船体の“ぃそかぜ”型の第2，

3番船である。

これを設計した当時は軽構造船暫定韮準による長

さ24m未満の制限にかなり強く制約されていて，そ

れ以上の大きさの軽構造船を建造するためには個別

審査に時間がかかり，所要の時期にまにあわないと

いう問題があった。

その後，造船研究協会(RR11部会）による新軽

構造船荘準案の作成作業も進み，また東海汽船のア

ルミ合金製45m艇‘‘シーホーク',の新造という前例

もできた。

元来西伊豆の海は，特に冬期には北西の季節風に

対してさえぎるものが無いので，大阪湾向けに設計

した船では何かと不具合の点が認められた。

そこで在来型船の代船計画にあたり，52年の春ご

ろからもう一まわり大きいアルミ船体の船の建造が

検討され, 30m150人乗り, 33m190人乗りなどの案

が検討されたが，53年の春に至って28m144人乗り

の案にまとまった。

船型は当然ディープオメガ型であるが，波さばき

の良好な船型とすることに亜点を置いて船首形状を

決定した。またスプレーを確実におさえるためチヤ

イン部と，前部船底にスプレーストリップを設けて

いる。

構造はA5083アルミ合金全溶接とした。防衛庁の

魚雷艇で発達した高性能大型のアルミ合金艇は縦肋

骨構造で，縦肋骨と外板との結合に鋲を使って溶接

歪を逃げるのが普通だったが，今日では鋲打工の確

保が段々に困難になって来たし，多少の重量噸には

なるが，やや厚みの外板を使用し，部材数をなるべ

主機関はライセンス・メルセデスベンツ池貝MB

820Db型，定格1,100PS/1,400rpm2基で，

減速比は右1．385， 1，左1.391＋1であり，満

載, 85%MCRで航海速力22.5ノットを保証する計

画である。
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ラの翼端を船底からプ戸ぺう直径の30％はなすこと

によって騒音を大幅に減少することに成功した。
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試運転中続航運転において城が島沖方面まで出て

みたが，波さばきの改善の意図は十分に満足され，

波浪衝嬢も少く，耐航性は良好であった。

また，在来の高速客船尾付近の客室は波浪衝蕊を

受けることは少ないかわりに‘プロペラによる騒音

になやまされるのが普通であったが，本船はフ･ロペ
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同型第2船を日本海の粟島航路（新潟県）用とし
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計画満戦喫水(型）

総ト ン数

主機関

3.700m

約1,300t

ニイガタ6MG31EZ型

ディーゼル機関 2基

2,100PS×600/

270rpm×2

約15.6kt

478名

8Tトラックのみ 15台

または乗用車のみ 50台

雛内海， “フェリーあがた”を進水

小倉～対馬（比田勝）間に就航予定の，,300総ト

ン型フェリー“フェリーあがた”は， 5月9日，内

海造船田熊工場で進水した。

同社は船舶整姉公団と九州郵船の共有船で， 7月

中旬，完工引渡される。

．‘フェリーあがた”の主要目

全 長 約71.300m

長さ（垂線間) 64.000m

幅 （型) 13.400m

深さ（型） 4.600m
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‘‘こばるとある－3，’の中央構造切断図

～

、

50×50×4L

グ グ
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50X50×5L

50×50×5L50×50×5L

機関取出口機関取出口 l5dR･B

■口

’
50×5÷(16×16)B.A副×150÷75/50

×250･吟50屈し×

､Ix120f-50EL

、 ×50庇B 磯間窓
×50 x50EB×50F：

I
、

、
13x12C駕【l(Ls)

／
、

uし “×6＋<型×”>B 1

'一

ｆ

新版･強化プラスチックボート
戸田孝昭著･B5判新装／図版330余版定価3,800円／送料240円

1. FRPとその基材 14. サンドイッチ排造について

2. FRP板の性質 15. 12mサンドイッチ構造艇

3． ガンネル部のまとめ 16． 米海軍のFRPポートの歴史

4． ローポート 17． FRP製掃海艇

5． 競艇用ボート 18． ノルウェイ船級協会規則

6． 小型セーリングポート 19． 11m内火挺

7． 7ウトポードランナバウト 20. 13m挺のファミリー化
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1979年3月末現在の造船状況 日本海事協会

表1 建造中および建造契約済の船舶集計 表2竣工船舶総計

〔国内船〕＊･･盤数＊*･ ･総トン数

表3表1による建造中船舶の建造工場別表
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1979年3月末現在の造船状況 日本海事協会

表1 建造中および建造契約済の船舶集計 表2竣工船舶総計
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計
50‘1'5'584'3匹 のパージのうえに2列の固定進水台と2韮の押出装

吐が装伽され， さらにジャケットを効率的に進水さ

せるための2段式ロツカーアームが船尾部に設低さ

れてV､る。なおジ･ヤケツl、 ．ランチング・バージと

は海洋石油生産期のジャケット（下部構造物）を搭
戦し，沈般予定地で押し出し進水させるための特殊
作業用パージ。

●日立, N・J・グーランドリスからタンカー

日立造船はN･ J ･グーランドリス社から80,100

亟斌トン型タンカーを受注した。同船は納期80年5

月で主機関は日立B&W15,000馬力，航海速力14.5

ノット。なお契約船主はタンカー・シッピング・エ

ンタープライズ社（リベリア)。

●臼杵，小型コンテナ船など2隻

臼杵鉄工は沖縄の南西石油から32総トン型油回収

船を受注した。納期は54年8月。また日本マリン

（本社東京）と栄典船舶の共有による20フィート型

換算180個秋みコンテナ船を受注，納期は54年9月

の予定。

鶴三菱中田組から仕組みのプロダクト船

三菱重工はリベリアのミドルフィールド・マリタ

イム社から34,000亟垂トン型プロダクト船を受注し

た。これは船舶特殊塗装会社中田組の仕組船で，完

工後はジャパンラインが用船する。同船は納期80年

受注

○佐世保，愛媛船主向けに2隻

佐世雌』K工は来胤どつくグループの協力を得て愛

媛船主の三子海31fから79,999亜趾トン型タンカー

を， またセブン・オーシ1.ン・シッピングから

29,000亜批トン型パルクキャリアーを，それぞれ受

注した。主要目は次のとおり。

1)三子海.'袖け=44,000|総トン，主槻間川崎MAN

16,880鳰力，公鰡速力15.8ノット，納期55年4月。

2)セブン．オーシャン向け=17,000総トン，主機関

川飾MAN11,400,鴨力，航海速力15.0ノット，納期

55年3月｡

④瀬戸内，内航用LPG船を3隻

瀬戸内造船はIIE祇没船（納期54|年10月),上野迎

輪商会（紬jO154年10月，同12月）からLPG船を計

3災受注した。主要目つぎのとおり

①昭祗汽船699総トン，750亜批トン，主機関阪神

1,650馬力，速力12ノツI､。

②上野迎輪499総トン， 540亜趾トン，主機関阪神

1,200馬ヵ，速力11ノッI､。

③上野遮輪699総トン, 750誼泄I､ン，主機関阪神

1,650馬力，速力12ノット。

、住重，第一中央から8万トン型タンカー

住友菰槻械は第一中央汽船が第35次計画造船で趣

表4表1による主機関の製造工場別表

〔ディーゼル〕

ェ ” 。 ’ゞ鍵|“ ” 三菱 （横浜）

三井 （玉野）

新 潟 鉄 工

鋼管 （鶴 見）

日産ディーゼル

住垂 （玉 島）

字 部． 鉄 工

ヤンマーディーゼル

計

112,000

732,850

133,330

84,500

900

278，680

33，850

20,620

4，309，612

7

６
９
１
ワ
】
８
６
９
９

５
６
１
１
１
３５

赤 坂 鉄 工

キャタピラー三菱

ダイハツディーゼル

富士ディーゼル

阪神内燃機

日 立 （因 島）

〃 （桜 島）

石播 （相生）

〃 （東京）

川崎 （神戸）

神戸発動機

槙 田 鉄 工

松 井

三菱 （神戸）

293,650

2,000

53，920

53,300

216,330

28,380

406,330

833,200

12,000

340,922

131,000

28,000

500

513,350

56

2

３
１
６

0

8

0

4

２
７

4

0

2

３
１

0 〔タービン〕

鱗 ｜ ’’
6

川 90,000
1 1

］

7Z

5月末で, 21,000総トン，主機関三菱スルザー10,

800馬力，航海速力14.5ノット。

③三菱，建設車両用タイヤ製造プラントを対ソ輸出

三菱亜工と前川商事はソ述技術機械輸入公団との

間に建設車両用ジャイアント・タイヤ製造プラント

輸出契約を行なった。長崎造船所で製作する。

鰯三菱，米社に排煙脱硫の技術供与

三菱亜工は米国のエンジニアリング会社であるパ

ジヤー社（本社マサチューセッツ州）に排煙脱硫装

腫の技術を供与した。契約期間は10年，テリトリは

米国1劃内。

鰯三菱，スエズ運河庁から淡喋船

三菱亜工は三菱商辨を通じエジフ･卜のスエズ迩河

庁から大型カッタ・サクション淡淡船2坐を受注。

主要目は長さ121.0×幅210×深さ5．3×吃水3．9

メーI､ル，淡淡ポンプ零盆14,000m3/時×2基，総

トン数2,9001､ン， 主機閥5,000PS×2韮で納期

は55年券。

鰯川重，海洋科学技術センターからSDCなど

迭するタンカーを受注した。納期は55年央で東京タ

ンカーの戟荷保証。同船は50,000総トン， 79,999亜

抵I､ン，主機側住友スルザー6RLA90型20,400Ig

力，航海速力15ノッ1，．

鰯寺岡，油田蘇生用の特殊船

寺岡造船（本社・兵庫県）はスワイヤー・グルー

プのスヮィャー・サプライベッセル・カンパニー

（パナマ）から海底油田蘇生に使用す-る特殊船を受

注した。同船は990総トン型の「ウエル．スティミ

ユレーティング・ベッセル」と呼ばれるもので，昨

年末引渡した同型船の追加受注で納期は本年9渕

末。 l'j船は680ZEikトン，主機ヤンマ－1,300馬力

型2機，速力'2ノット。

⑲日立，ジャケット・ランチング・バージ

11立造船は海洋工本会社ニコペリ ・グループから

ジャケツl、 .ランチング・パージを受注した。この

パージは簸大亜逓3万1､ンまでのジャケットが搭戦

できるll上界般大級のもので，納期は54|年12月末。長

さ190メートル IMi50メートル，深さ11.4メートル

次号の予告／特集・わが国の海洋開発の現況

本誌“船舶'’は先きに「海洋開発のための技術」

（1976年5月号）を特集し好評に浴しましたが，そ

の後，海洋開発のテーマで「大陸棚再現水槽」「北

方資源開発」 「浮体方式による関西国際空港」「O

TC」「世界の有・無人潜水機」等の記事を掲戦い

たしました。

このたび運輸省大臣官房海洋課が「海洋開発の原

点」と題して，運輸省における海洋開発の白書とで

もいうべきものをまとめましたが，本誌では同海洋

課の御好意により，全文掲戦の許可が得られました

ので， 7月， 8月号の2回にわたり， 「特集・わが

国の海洋開発の現況」と題し，企画編集いたしま

す。なお特集記事は各号とも60～70頁となり，保存

版として活用ができるものです。

PART I (7月号）

○海洋開発の展望

○海洋技術鮒発／浮遊式海洋捗造物の建造の技術，

有脚式構造物の建造技術，重力式構造物の建造技

術，海底埋設式構造物の建設技術，海洋榊造物の

施工に関する技術，海洋開発用船舶の開発，海洋

環境保全技術，安全防災技術

○海域利用

○国際協力

○上記各項に関する資料

PART n(8月号）

○運輸省における海洋開発

○海洋開発行政の基本的方向

○海洋調査／海洋開発の逃礎となる図類，海洋環境

保全，海洋環境に関する通報・予報．警報，海洋

環境の実態とその変動，海洋観測網の展望整備，

海洋調査技術，海洋情報管理体制

○上記各項に関する資料と海洋開発年表

7372
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50‘1'5'584'3匹 のパージのうえに2列の固定進水台と2韮の押出装

吐が装伽され， さらにジャケットを効率的に進水さ

せるための2段式ロツカーアームが船尾部に設低さ

れてV､る。なおジ･ヤケツl、 ．ランチング・バージと

は海洋石油生産期のジャケット（下部構造物）を搭
戦し，沈般予定地で押し出し進水させるための特殊
作業用パージ。

●日立, N・J・グーランドリスからタンカー

日立造船はN･ J ･グーランドリス社から80,100

亟斌トン型タンカーを受注した。同船は納期80年5

月で主機関は日立B&W15,000馬力，航海速力14.5

ノット。なお契約船主はタンカー・シッピング・エ

ンタープライズ社（リベリア)。

●臼杵，小型コンテナ船など2隻

臼杵鉄工は沖縄の南西石油から32総トン型油回収

船を受注した。納期は54年8月。また日本マリン

（本社東京）と栄典船舶の共有による20フィート型

換算180個秋みコンテナ船を受注，納期は54年9月

の予定。

鶴三菱中田組から仕組みのプロダクト船

三菱重工はリベリアのミドルフィールド・マリタ

イム社から34,000亟垂トン型プロダクト船を受注し

た。これは船舶特殊塗装会社中田組の仕組船で，完

工後はジャパンラインが用船する。同船は納期80年

受注

○佐世保，愛媛船主向けに2隻

佐世雌』K工は来胤どつくグループの協力を得て愛

媛船主の三子海31fから79,999亜趾トン型タンカー

を， またセブン・オーシ1.ン・シッピングから

29,000亜批トン型パルクキャリアーを，それぞれ受

注した。主要目は次のとおり。

1)三子海.'袖け=44,000|総トン，主槻間川崎MAN

16,880鳰力，公鰡速力15.8ノット，納期55年4月。

2)セブン．オーシャン向け=17,000総トン，主機関

川飾MAN11,400,鴨力，航海速力15.0ノット，納期

55年3月｡

④瀬戸内，内航用LPG船を3隻

瀬戸内造船はIIE祇没船（納期54|年10月),上野迎

輪商会（紬jO154年10月，同12月）からLPG船を計

3災受注した。主要目つぎのとおり

①昭祗汽船699総トン，750亜批トン，主機関阪神

1,650馬力，速力12ノツI､。

②上野迎輪499総トン， 540亜趾トン，主機関阪神

1,200馬ヵ，速力11ノッI､。

③上野遮輪699総トン, 750誼泄I､ン，主機関阪神

1,650馬力，速力12ノット。

、住重，第一中央から8万トン型タンカー

住友菰槻械は第一中央汽船が第35次計画造船で趣
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5月末で, 21,000総トン，主機関三菱スルザー10,

800馬力，航海速力14.5ノット。

③三菱，建設車両用タイヤ製造プラントを対ソ輸出

三菱亜工と前川商事はソ述技術機械輸入公団との

間に建設車両用ジャイアント・タイヤ製造プラント

輸出契約を行なった。長崎造船所で製作する。

鰯三菱，米社に排煙脱硫の技術供与

三菱亜工は米国のエンジニアリング会社であるパ

ジヤー社（本社マサチューセッツ州）に排煙脱硫装

腫の技術を供与した。契約期間は10年，テリトリは

米国1劃内。

鰯三菱，スエズ運河庁から淡喋船

三菱亜工は三菱商辨を通じエジフ･卜のスエズ迩河

庁から大型カッタ・サクション淡淡船2坐を受注。

主要目は長さ121.0×幅210×深さ5．3×吃水3．9

メーI､ル，淡淡ポンプ零盆14,000m3/時×2基，総

トン数2,9001､ン， 主機閥5,000PS×2韮で納期

は55年券。

鰯川重，海洋科学技術センターからSDCなど

迭するタンカーを受注した。納期は55年央で東京タ

ンカーの戟荷保証。同船は50,000総トン， 79,999亜

抵I､ン，主機側住友スルザー6RLA90型20,400Ig

力，航海速力15ノッ1，．

鰯寺岡，油田蘇生用の特殊船

寺岡造船（本社・兵庫県）はスワイヤー・グルー

プのスヮィャー・サプライベッセル・カンパニー

（パナマ）から海底油田蘇生に使用す-る特殊船を受

注した。同船は990総トン型の「ウエル．スティミ

ユレーティング・ベッセル」と呼ばれるもので，昨

年末引渡した同型船の追加受注で納期は本年9渕

末。 l'j船は680ZEikトン，主機ヤンマ－1,300馬力

型2機，速力'2ノット。

⑲日立，ジャケット・ランチング・バージ

11立造船は海洋工本会社ニコペリ ・グループから

ジャケツl、 .ランチング・パージを受注した。この

パージは簸大亜逓3万1､ンまでのジャケットが搭戦

できるll上界般大級のもので，納期は54|年12月末。長

さ190メートル IMi50メートル，深さ11.4メートル

次号の予告／特集・わが国の海洋開発の現況

本誌“船舶'’は先きに「海洋開発のための技術」

（1976年5月号）を特集し好評に浴しましたが，そ

の後，海洋開発のテーマで「大陸棚再現水槽」「北

方資源開発」 「浮体方式による関西国際空港」「O

TC」「世界の有・無人潜水機」等の記事を掲戦い

たしました。

このたび運輸省大臣官房海洋課が「海洋開発の原

点」と題して，運輸省における海洋開発の白書とで

もいうべきものをまとめましたが，本誌では同海洋

課の御好意により，全文掲戦の許可が得られました

ので， 7月， 8月号の2回にわたり， 「特集・わが

国の海洋開発の現況」と題し，企画編集いたしま

す。なお特集記事は各号とも60～70頁となり，保存

版として活用ができるものです。

PART I (7月号）

○海洋開発の展望

○海洋技術鮒発／浮遊式海洋捗造物の建造の技術，

有脚式構造物の建造技術，重力式構造物の建造技

術，海底埋設式構造物の建設技術，海洋榊造物の

施工に関する技術，海洋開発用船舶の開発，海洋

環境保全技術，安全防災技術

○海域利用

○国際協力

○上記各項に関する資料

PART n(8月号）

○運輸省における海洋開発

○海洋開発行政の基本的方向

○海洋調査／海洋開発の逃礎となる図類，海洋環境

保全，海洋環境に関する通報・予報．警報，海洋

環境の実態とその変動，海洋観測網の展望整備，

海洋調査技術，海洋情報管理体制

○上記各項に関する資料と海洋開発年表

7372
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川崎重工は海洋科学技術センターが， 51年から58

年までの8カ年計画で進めている300メートル級大

陸棚技術潜水システム確立のため必要なSDC(加

減圧装慨付水中エレベーター）とDDC(船上加減

圧室）各2基を受注した。

C福岡，堀江船舶からRORO船

福岡造船は堀江船舶（本社北九州市）から4,530

亜戯トン型ロールオン／ロールォフ船を受注した。

納期は54年9月。同船は4,000総トン，主機関神戸

発勤機9，000馬力，航海速力20.0ノツI､。

付）

1）函工管理部＝亜工管理部と造船智理部を統合し

て重工替理部を新設し，総務室，企画担当，営業生

産調整室， システム室，総合安全管理室および京浜

総務室をぼく。

2）亜工技術部＝砥工技術部と造語技術部を統合し

て重工技術部を新設し，企画担当および醤理室を侭

く。なお造船技術部の梢報．標準笹理機能の一部を

新設の製造本部設計部に移管寸一る。

3） また技術・製品開発強化および総合プロジニク

ト受注体制の充実，強化を図るため，関連部署の椴

能分担を整理し①開発プロジェクト部を新設し，管

理担当およびプロジェクト担当を匠く。これに伴し、

②プラントモジニールプロジェクトチームおよび海

洋石油開発プ画ジェクトチームの機能を開発・プロ

ジェクト部に移管する。

4）造船蛎業部計画・設計･機能の梨約・再編＝計画

開発部，造船基本設計部および3造船所の詳細設計

機能を梨約再緬し，第1船舶計画部，第2船舶計画

部および新設の製造本部内に設計部を新設する。

a)第1船舶計画部＝開発担当，船舶計画室，鑑

船計画室，機電計画室および技術＝ンサルタント室

を厩く。

b)第2船舶計画部＝開発担当，海洋計画室，海

洋離本設計室および原子力開発室を庇く。

c)製造本部設計部＝管理室，総合調整室，性能

設計室，構造設計室，船装設計室，居住区設計室，

海洋峨装設計室，機装般計室，遁気設計室および艦

艇設計･室をおく。

5）製造体制の充実，強化＝3造船所および船舶，

海洋設計･機能を統合して亜工事業部内に製造本部を

新設し管理部および設計部を陵く。

6）組織翁の改称および一部組織改正＝卒業部の統

合に伴1，調達部を第1調達部に，造船資材部を第2

調達部に，営業企画チームを船舶営業企画チームに

それぞれ改称。併せて労働部重工，造船労政室を重

工労政室に，傭報システム部重工・造船システム室

を重工システム室にそれぞれ改称。またエネルギー

産業部総括室の播理担当・調整班ならびに造船資材

部舶用機械室の舶用一般機器班，主機械証および鋼

材室の鋼材班，鋳鍛狂を廃止する。なお造船資材部
標地室機能は新設の製造本部設計部に移管する。

が13.79,後者は13.42BEP･RARo

4） シリンダ数は4～12， 1シリング当り出力は98

回転で3,600馬力, 90回転で3,400,鳴力。したがっ

て13,600から43,200‘賜力までカバーできる。

5） ストローク・ボア・レシオは2,12.

6）機関奇I･法のLBDは12シリングの場合で11,280

X4,000×13,100mo

RLA661型

1） 口径は660,行瀧は1,400m。

2）韮本的には90型とI『1じ。凹‘伝数は124と136．

平均有効圧力は前者の甥合が13.74, 後者の掛合が

13．36．

3） シリンダー数は4～8で，カバー範囲は7,400

~15,800馬力。

4）機関零1･法(LBD)は8シリンダーの甥合で

12，365×3，150×9,800mo

RLA56型

1） 口径は560，行程は1,150Inmo

2）回娠数は155と170.平均有効圧力は前者が12.71

後者が12.27.

3） シリンダー数はRLA66型と同じで，カバー範

囲は5,060～10,720馬力。

4）機関寸法は8シリンダーで10,120×2,670×8,3
10”。

、船舶シミュレータの国際機関& IMSF''が本格
的活動を開始

このほど船舶シミュレータの研究開発，利用等に

関する国際交流の場として‘‘船舶シミュレータの国

際機関' (IMSF=InternnfinnalMarineSimu-

latorForum)が殻立され，技術的問題点を討議す

るなど本格的な活動をⅢl始した。

I &IMSF''は1978年9月，英国サザンプトンで

Ⅲかれた･JMARISIM'78会雛'' (第1回国際船舶

シミュレーション会識）で設立が提案され，その

後，現在稼働中の船舶シミニレータに関与してし､る

日本，オランダ， スウェーデン，西ドイツ，米国お

よび英国の代表者によって設立されたもの。

G:IMSF''では初年度（昭和54年）の目標とし

て，参加各国から迩出された委員が所展する機関が

保有しているこれらシュレータの概要を英国が中心

となってまとめることになっており, 11本の民間企

業からは石川島捕磨並工の営業本部制御システム技

術室の山根良夫船舶勉子機器グループ部長が委員に

逆任されてし､る。

●3月の造船関係技術援助契約，新規は1件．

遮輪宿船舶局が纏めた3月中の船舶関係甲種技術

援助契約は合計7件だが，新規は次の1件で他はし、

ずれも変更。

三井造船＝ウエストパンドS. A(スイス）とホ

ーバークラフト ・デプ戸プメント（英国）から水上

ホーバークラフト（水陸両用ホーバークラフトを含

む）の製造，販売。

機構改革．

開発その他 ●日立造船

間立造船は4月1日付で次の組織改正を行なっ

た。

1）海洋営業本部に業務部を新餓

2）陸機営業本部，大阪営業所に関西新空港プロ

ジェクト室を新設し，技術閲発ならびに営業活勁を

行なう。

3）有明工場に陸機部を新設。

②三菱重工（4月1日付）

1)船舶鉄櫛.'lf業木部に鉄排部門を総轄する鉄概事

業部を設ける。船舶・鉄構業務部を船舶・海洋業務

部と改称する。船舶鉄柵開発部を廃止して船舶関係

開発業務は船舶技術部に吸収し，新たに鉄構・海洋

1冊発部を設ける。

2)長崎造船所福岡工場は油圧機器の製作を担当し

てL,るが，昨今下関造船所でその母機の取り扱ﾔ､が

増大しており，現状に即応した体制とするため福岡

工場を長崎造船所から下関造船所に移符する。

3)広島営業所を中国営業所と改称する。

鯵函館ド･ｿク（4日1日付）

函館ドックは陸上部門強化を中心とする機櫛改革

を行なった。

1）3本部制（管理，営業，製造）を廃止する。

2)機工営業部を廃止し，橘梁鉄構営業部と産業機

械営業部にわける。

3)船舶営業本部内の新造船営業部，修繕船営業

部，作業船悩業部を廃止し，船舶営業部とする。

4)賛材部東京分室を贈買部に変更する。

5)函航造船所関係は船舶業務部を船舶工務部に変

更，修継船営業部と船舶埜本計画室および安全保安

部を廃止し， このうち安全保安部は安全保安課とす．

る｡

②鋼管，造船事業部を重工事業部に改称（5月1日

轡鋼管，潜水調査船「たんかい」試運転に成功

日本鋼管が日本舶用機器l)ll発協会と共同で昭和52

年から2カ年計画で進めてきた潜水調交船「たんか

し､」は， このほど千葉県安房勝山沖での拭迎転に成

功した。この調衣船は下半部に透明耐圧殻をもつ球

型のもので，有人による水深200メートルでの航走

試験のほか，無人による220メートル，50メートル

着艇など広汎な試験を行なった。同艇は直径3メー

トルの球形で排水鮭5．7トン，定員は2名，水ジェ

ット推進方式で運航に必要な砿力は母船のケーブル

から給電する。

鰯三井，高速ディーゼルBAM816型の販売を開始

三井造船は昨年2月，西独クロックナー．フンボ

ルト ・ドイツ社と水冷式4サイクル商速ディーゼル

機関の製造および販売に関する技術導入契約を締結

して以来, BAM816型をロット生産してW､たが，

このほど完成し，販売を開始した。本機は高速機関

で軽iit， コンパクトで広w,出力範囲(300～1,300P

S)をカバーでき，陸・舶発砥用駆動機，漁船，小

型高速船の主・補機，産業機械および車両用原勤機

などの幅広い用途に応じられる。

●スルザー， ロングストローク機関RLA型を発表

スルザー・プラザーズ社はこのほど東京支社で，

同社が新たに開発した低速のIコングス1,ロークエン

ジンRLA90と開発中のRLA66, RLA56の概要

を発表した。スルザーではすでにRLA56型のテス

ト概を完成しており, RLA90のテスト1号機も試

遮転に入り近く披露される。概要つぎのとおり。

RLA901型

l) 2ストローク・クFスヘッドエンジン

2） シリンダ口径900m,同行程は1,900m

3）回転数は毎分90と98回転で平均有効圧力は前者

74
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川崎重工は海洋科学技術センターが， 51年から58

年までの8カ年計画で進めている300メートル級大

陸棚技術潜水システム確立のため必要なSDC(加

減圧装慨付水中エレベーター）とDDC(船上加減

圧室）各2基を受注した。

C福岡，堀江船舶からRORO船

福岡造船は堀江船舶（本社北九州市）から4,530

亜戯トン型ロールオン／ロールォフ船を受注した。

納期は54年9月。同船は4,000総トン，主機関神戸

発勤機9，000馬力，航海速力20.0ノツI､。

付）

1）函工管理部＝亜工管理部と造船智理部を統合し

て重工替理部を新設し，総務室，企画担当，営業生

産調整室， システム室，総合安全管理室および京浜

総務室をぼく。

2）亜工技術部＝砥工技術部と造語技術部を統合し

て重工技術部を新設し，企画担当および醤理室を侭

く。なお造船技術部の梢報．標準笹理機能の一部を

新設の製造本部設計部に移管寸一る。

3） また技術・製品開発強化および総合プロジニク

ト受注体制の充実，強化を図るため，関連部署の椴

能分担を整理し①開発プロジェクト部を新設し，管

理担当およびプロジェクト担当を匠く。これに伴し、

②プラントモジニールプロジェクトチームおよび海

洋石油開発プ画ジェクトチームの機能を開発・プロ

ジェクト部に移管する。

4）造船蛎業部計画・設計･機能の梨約・再編＝計画

開発部，造船基本設計部および3造船所の詳細設計

機能を梨約再緬し，第1船舶計画部，第2船舶計画

部および新設の製造本部内に設計部を新設する。

a)第1船舶計画部＝開発担当，船舶計画室，鑑

船計画室，機電計画室および技術＝ンサルタント室

を厩く。

b)第2船舶計画部＝開発担当，海洋計画室，海

洋離本設計室および原子力開発室を庇く。

c)製造本部設計部＝管理室，総合調整室，性能

設計室，構造設計室，船装設計室，居住区設計室，

海洋峨装設計室，機装般計室，遁気設計室および艦

艇設計･室をおく。

5）製造体制の充実，強化＝3造船所および船舶，

海洋設計･機能を統合して亜工事業部内に製造本部を

新設し管理部および設計部を陵く。

6）組織翁の改称および一部組織改正＝卒業部の統

合に伴1，調達部を第1調達部に，造船資材部を第2

調達部に，営業企画チームを船舶営業企画チームに

それぞれ改称。併せて労働部重工，造船労政室を重

工労政室に，傭報システム部重工・造船システム室

を重工システム室にそれぞれ改称。またエネルギー

産業部総括室の播理担当・調整班ならびに造船資材

部舶用機械室の舶用一般機器班，主機械証および鋼

材室の鋼材班，鋳鍛狂を廃止する。なお造船資材部
標地室機能は新設の製造本部設計部に移管する。

が13.79,後者は13.42BEP･RARo

4） シリンダ数は4～12， 1シリング当り出力は98

回転で3,600馬力, 90回転で3,400,鳴力。したがっ

て13,600から43,200‘賜力までカバーできる。

5） ストローク・ボア・レシオは2,12.

6）機関奇I･法のLBDは12シリングの場合で11,280

X4,000×13,100mo

RLA661型

1） 口径は660,行瀧は1,400m。

2）韮本的には90型とI『1じ。凹‘伝数は124と136．

平均有効圧力は前者の甥合が13.74, 後者の掛合が

13．36．

3） シリンダー数は4～8で，カバー範囲は7,400

~15,800馬力。

4）機関零1･法(LBD)は8シリンダーの甥合で

12，365×3，150×9,800mo

RLA56型

1） 口径は560，行程は1,150Inmo

2）回娠数は155と170.平均有効圧力は前者が12.71

後者が12.27.

3） シリンダー数はRLA66型と同じで，カバー範

囲は5,060～10,720馬力。

4）機関寸法は8シリンダーで10,120×2,670×8,3
10”。

、船舶シミュレータの国際機関& IMSF''が本格
的活動を開始

このほど船舶シミュレータの研究開発，利用等に

関する国際交流の場として‘‘船舶シミュレータの国

際機関' (IMSF=InternnfinnalMarineSimu-

latorForum)が殻立され，技術的問題点を討議す

るなど本格的な活動をⅢl始した。

I &IMSF''は1978年9月，英国サザンプトンで

Ⅲかれた･JMARISIM'78会雛'' (第1回国際船舶

シミュレーション会識）で設立が提案され，その

後，現在稼働中の船舶シミニレータに関与してし､る

日本，オランダ， スウェーデン，西ドイツ，米国お

よび英国の代表者によって設立されたもの。

G:IMSF''では初年度（昭和54年）の目標とし

て，参加各国から迩出された委員が所展する機関が

保有しているこれらシュレータの概要を英国が中心

となってまとめることになっており, 11本の民間企

業からは石川島捕磨並工の営業本部制御システム技

術室の山根良夫船舶勉子機器グループ部長が委員に

逆任されてし､る。

●3月の造船関係技術援助契約，新規は1件．

遮輪宿船舶局が纏めた3月中の船舶関係甲種技術

援助契約は合計7件だが，新規は次の1件で他はし、

ずれも変更。

三井造船＝ウエストパンドS. A(スイス）とホ

ーバークラフト ・デプ戸プメント（英国）から水上

ホーバークラフト（水陸両用ホーバークラフトを含

む）の製造，販売。

機構改革．

開発その他 ●日立造船

間立造船は4月1日付で次の組織改正を行なっ

た。

1）海洋営業本部に業務部を新餓

2）陸機営業本部，大阪営業所に関西新空港プロ

ジェクト室を新設し，技術閲発ならびに営業活勁を

行なう。

3）有明工場に陸機部を新設。

②三菱重工（4月1日付）

1)船舶鉄櫛.'lf業木部に鉄排部門を総轄する鉄概事

業部を設ける。船舶・鉄構業務部を船舶・海洋業務

部と改称する。船舶鉄柵開発部を廃止して船舶関係

開発業務は船舶技術部に吸収し，新たに鉄構・海洋

1冊発部を設ける。

2)長崎造船所福岡工場は油圧機器の製作を担当し

てL,るが，昨今下関造船所でその母機の取り扱ﾔ､が

増大しており，現状に即応した体制とするため福岡

工場を長崎造船所から下関造船所に移符する。

3)広島営業所を中国営業所と改称する。

鯵函館ド･ｿク（4日1日付）

函館ドックは陸上部門強化を中心とする機櫛改革

を行なった。

1）3本部制（管理，営業，製造）を廃止する。

2)機工営業部を廃止し，橘梁鉄構営業部と産業機

械営業部にわける。

3)船舶営業本部内の新造船営業部，修繕船営業

部，作業船悩業部を廃止し，船舶営業部とする。

4)賛材部東京分室を贈買部に変更する。

5)函航造船所関係は船舶業務部を船舶工務部に変

更，修継船営業部と船舶埜本計画室および安全保安

部を廃止し， このうち安全保安部は安全保安課とす．

る｡

②鋼管，造船事業部を重工事業部に改称（5月1日

轡鋼管，潜水調査船「たんかい」試運転に成功

日本鋼管が日本舶用機器l)ll発協会と共同で昭和52

年から2カ年計画で進めてきた潜水調交船「たんか

し､」は， このほど千葉県安房勝山沖での拭迎転に成

功した。この調衣船は下半部に透明耐圧殻をもつ球

型のもので，有人による水深200メートルでの航走

試験のほか，無人による220メートル，50メートル

着艇など広汎な試験を行なった。同艇は直径3メー

トルの球形で排水鮭5．7トン，定員は2名，水ジェ

ット推進方式で運航に必要な砿力は母船のケーブル

から給電する。

鰯三井，高速ディーゼルBAM816型の販売を開始

三井造船は昨年2月，西独クロックナー．フンボ

ルト ・ドイツ社と水冷式4サイクル商速ディーゼル

機関の製造および販売に関する技術導入契約を締結

して以来, BAM816型をロット生産してW､たが，

このほど完成し，販売を開始した。本機は高速機関

で軽iit， コンパクトで広w,出力範囲(300～1,300P

S)をカバーでき，陸・舶発砥用駆動機，漁船，小

型高速船の主・補機，産業機械および車両用原勤機

などの幅広い用途に応じられる。

●スルザー， ロングストローク機関RLA型を発表

スルザー・プラザーズ社はこのほど東京支社で，

同社が新たに開発した低速のIコングス1,ロークエン

ジンRLA90と開発中のRLA66, RLA56の概要

を発表した。スルザーではすでにRLA56型のテス

ト概を完成しており, RLA90のテスト1号機も試

遮転に入り近く披露される。概要つぎのとおり。

RLA901型

l) 2ストローク・クFスヘッドエンジン

2） シリンダ口径900m,同行程は1,900m

3）回転数は毎分90と98回転で平均有効圧力は前者

74
75
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船 名
NameofShiP

①SACHIKAWA ②SANKODAISY ③TOYOMARUNo.2
＝

3
④TURBO ､

暴司丙
一口

所 有 者
Owners

造 船 所
Shipbuilder

船 級
Class

進水・竣エ
Launching・Delivery

用途・航行区域
PUrpoSeNavigationarea

CrocusMaritimeCorp

川崎坂出(Kawasaki)

NK,NS*andMNS*

78／10．79／3

ばら被(Bulk) '遠洋

ChukoShipping

佐野安水烏(Sanoyasu)

NK,NS*andMNS*

77／6 ．79／3

ばら獄(Bulk) ・遠洋

マツダ迎輸広島

佐世保(Sasebo)

NK

79／1 79／2

自動車(Car)

2,680.93 .1,139.97

98,00

90.00

16.00

7．89

5．50

蒔
巴OI･ientReeferService

佐世保(Sasebo)

NK

78／12 79／3

冷蔵(Refrig) ･遠洋

潮 陛

－_＝‐

②

G/T・N/T 53，694．66．44，721．20 31,010.87･22，726．17
6，362．77，3，481．76

LOA(全長:m)

LBP(垂線間長m)

B(型幅:m)

D(型深:m)

d(満赦吃水tm)

238.50

228.00

4200

22.80

15．8695

197.896

190.000

32．000

18．500

13．073

151．10

140．00

21．20

12.70

8．604

15,036

5，935

8．957 ．2

9,101

11，6223／一

IHI12PC4V×1

18,000/400

16,200/3862

58．5t/d

16600

24．35

満載排水量
Filll loadDisplacement

軽貨排水量
lightweight

載貨重量 L/T
DeadWeight K/T

貨物倉容積apacity
（ベール/グレーン:m3)

66,684

10,803

54,999

55,881

62,409.7／72,541.0

5,047

110,252

112,021

-／131,307.5

③2，680．9

圭機型式/製造所
MainEngine

主機出力(連統PS/rpm)
MCR

主機出力(常用:PS/rpm)
NCR

燃料消費量
RlelConsumption

航続距離(海里）
CruiSingRange

試運転最大速力(kn)
Maximum.n．ialSpeed

航海速力
ServiceSpeed

ボイラー(主/捕）
Boiler

発電機(出力×台数〉
Generator

川崎MAN16V52/55A

16,750/450

14,240/ab.426

ab.51.9t/d

27,550

16.176

住友Sulzer7RND76

14､000/122

12､600/118

47.7t/d

24,000

16．92

約151

ヤンマ－12ZST

3,200/680

2,600/635

10.3t/d

11,700

15．10

13．5

堅型水管式359kg/hr

300KVA×2台

14.0 200

排ガスボイラュ雄
CVlindricalSmoke 'nlbe 堅型横煙管式7kg/n]21r500kg/hr

ディーゼル700KMX450V3台

④1,500kg/hr×7kg/cm

712.5KVA×4
主1 550KMX450VX1,800rpmX1
M)440KVAx450Vx900rpnix2

貨油庫容稲(m')COT

清水倉容積(m))FWT

燃料油倉容積(m3)FOT

4938

5,0088

354．4

3，178

116.9

A重油143、B璽油423

320

1，886

特殊設備・特徴他 船尾ランプウェイ

＊網鵬部調べ ｜ 夢筐肇
ー

’
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船 名
NameofShiP

①SACHIKAWA ②SANKODAISY ③TOYOMARUNo.2
＝

3
④TURBO ､

暴司丙
一口

所 有 者
Owners

造 船 所
Shipbuilder

船 級
Class

進水・竣エ
Launching・Delivery

用途・航行区域
PUrpoSeNavigationarea

CrocusMaritimeCorp

川崎坂出(Kawasaki)

NK,NS*andMNS*

78／10．79／3

ばら被(Bulk) '遠洋

ChukoShipping

佐野安水烏(Sanoyasu)

NK,NS*andMNS*

77／6 ．79／3

ばら獄(Bulk) ・遠洋

マツダ迎輸広島

佐世保(Sasebo)

NK

79／1 79／2

自動車(Car)

2,680.93 .1,139.97

98,00

90.00

16.00

7．89

5．50

蒔
巴OI･ientReeferService

佐世保(Sasebo)

NK

78／12 79／3

冷蔵(Refrig) ･遠洋

潮 陛

－_＝‐

②

G/T・N/T 53，694．66．44，721．20 31,010.87･22，726．17
6，362．77，3，481．76

LOA(全長:m)

LBP(垂線間長m)

B(型幅:m)

D(型深:m)

d(満赦吃水tm)

238.50

228.00

4200

22.80

15．8695

197.896

190.000

32．000

18．500

13．073

151．10

140．00

21．20

12.70

8．604

15,036

5，935

8．957 ．2

9,101

11，6223／一

IHI12PC4V×1

18,000/400

16,200/3862

58．5t/d

16600

24．35

満載排水量
Filll loadDisplacement

軽貨排水量
lightweight

載貨重量 L/T
DeadWeight K/T

貨物倉容積apacity
（ベール/グレーン:m3)

66,684

10,803

54,999

55,881

62,409.7／72,541.0

5,047

110,252

112,021

-／131,307.5

③2，680．9

圭機型式/製造所
MainEngine

主機出力(連統PS/rpm)
MCR

主機出力(常用:PS/rpm)
NCR

燃料消費量
RlelConsumption

航続距離(海里）
CruiSingRange

試運転最大速力(kn)
Maximum.n．ialSpeed

航海速力
ServiceSpeed

ボイラー(主/捕）
Boiler

発電機(出力×台数〉
Generator

川崎MAN16V52/55A

16,750/450

14,240/ab.426

ab.51.9t/d

27,550

16.176

住友Sulzer7RND76

14､000/122

12､600/118

47.7t/d

24,000

16．92

約151

ヤンマ－12ZST

3,200/680

2,600/635

10.3t/d

11,700

15．10

13．5

堅型水管式359kg/hr

300KVA×2台

14.0 200

排ガスボイラュ雄
CVlindricalSmoke 'nlbe 堅型横煙管式7kg/n]21r500kg/hr

ディーゼル700KMX450V3台

④1,500kg/hr×7kg/cm

712.5KVA×4
主1 550KMX450VX1,800rpmX1
M)440KVAx450Vx900rpnix2

貨油庫容稲(m')COT

清水倉容積(m))FWT

燃料油倉容積(m3)FOT

4938

5,0088

354．4

3，178

116.9

A重油143、B璽油423

320

1，886

特殊設備・特徴他 船尾ランプウェイ

＊網鵬部調べ ｜ 夢筐肇
ー

’



⑤

船 名
NameofShip

⑤LAPRIMAVERA ⑥KAIKOMARUN･5 ⑦FIRMNES ③OCEANCROWN

所有 者
Owners

造 船 所
Shipbuilder

船 級
Class

進水・竣エ
Launching･Delivery

用途・航行区域
Purpose･Navigationarea

BaxterShipping

三井千葉(Mitsui)

LR

78／2 ．79／3

ばら穂(Bulk) ･遠洋

東海サルベージ

鋼管清水(NKK)

NK

79／1 ．79／3

観測調在(ResearCl,)近海

BalticVenusTransport

鋼管消水(NKK)

LR

78／12．79／3

ばら磯(Bulk)遠洋

8，115．64．5，104．22

広洋汽船

今論丸屯(Imabari)

NK

79／1 ．79／3

ばら械(Bulk) 遠洋

G/T･N/T 25，552．39．12．972．48 49959．145．18 14,153．84 ．9,338．17

ｊｍ

ｊ

ｊ

ｍ
長
ｍ

・
間
１
１

長
線
ｍ
ｍ
水

栓
唾
幅
溌
嘩６

Ａ
Ｐ
型
型
満

０
Ｂ
く
く
く

Ｌ
Ｌ
Ｂ
Ｄ
ｄ

182.0

174.0

29．0

16．1

11．587

48.30

41.800

10.0

4．6

4．114

134.500

125.000

20 .500

11．500

8．664

160．38

150.00

24.60

13．60

9．951

29,702

5，723

*23,600

23，979

29,826.36/31,21903

三菱Sulzer6RND68

9,900／150

8.910／145

32t/d

10,800

17,103

14．5

略煉荊一式7kglcm2
油焚800kg/h､排ガス800kg/h

400KVA×2

⑥

句

満載排水量
Fhll loadDisplacement
軽貨排水量
lightWeight

載貨重量 L/T
DeadWeight K/T

貨物倉容積apacity
（ベール/グレーン:m3)

*561.88

571

12，274

14，6314／14,7156

NKIGSEMT12PC2-2V

5,910／130

5,310/126

23.8t/d

12．499

16．0

14．4

畷剛水管式6.5kg/cm2

360kW×450V×720rpm

37，933

*38，541．7

－／41,847

F←

士擬劃式/製造所
■d

MainEngine

主機出力(連続:PS/rpm)
MCR

羊機出力(常用:PS/rpm)
NCR

燃料消醤最
R｣elConsumption

航続距離(海里）
CruisingRange

試運転最大速力(kn)
Maximum｡n．ialSpeed

航海速力
ServiceSpeed

ボイラー(主/補）
Boiler

発電機〈出力×台数）
Generator

新潟8MG25BX

1,600／720／291

1､360/682/276

121t/d

6,096

13.35

三井B&W7K74EF

13､100BHP/124

11,900BHP/120

45.8t/datC.S.0

15，860

16．75

⑦

FUⅡLoadcd90％
ofCSOwiti125％SM ） 12．514 （

楢)三井ｺﾝジｯﾄボｲﾗｰCSV-1.6Xl
OiIFiredl,500kg/hx7kg/m

650剛×3

-

176kW×450V 一一ﾏｰ■ローーーロー '－－

⑧
貨油庫容積(m')COT

清水倉容積(m')FWT

燃料油倉容讃(m')FOT

241

2，292

164.5

269.8

125．7

756．4

428．84

1‘422．88

画

特殊設備・特徴他 オープンハ･ソチ完全なる

スクエアーホールド

Mitsui-Paceco製ガン|、

リークレーン(SWL)
’

弔



⑤

船 名
NameofShip

⑤LAPRIMAVERA ⑥KAIKOMARUN･5 ⑦FIRMNES ③OCEANCROWN

所有 者
Owners

造 船 所
Shipbuilder

船 級
Class

進水・竣エ
Launching･Delivery

用途・航行区域
Purpose･Navigationarea

BaxterShipping

三井千葉(Mitsui)

LR

78／2 ．79／3

ばら穂(Bulk) ･遠洋

東海サルベージ

鋼管清水(NKK)

NK

79／1 ．79／3

観測調在(ResearCl,)近海

BalticVenusTransport

鋼管消水(NKK)

LR

78／12．79／3

ばら磯(Bulk)遠洋

8，115．64．5，104．22

広洋汽船

今論丸屯(Imabari)

NK

79／1 ．79／3

ばら械(Bulk) 遠洋

G/T･N/T 25，552．39．12．972．48 49959．145．18 14,153．84 ．9,338．17

ｊｍ

ｊ

ｊ

ｍ
長
ｍ

・
間
１
１

長
線
ｍ
ｍ
水

栓
唾
幅
溌
嘩６

Ａ
Ｐ
型
型
満

０
Ｂ
く
く
く

Ｌ
Ｌ
Ｂ
Ｄ
ｄ

182.0

174.0

29．0

16．1

11．587

48.30

41.800

10.0

4．6

4．114

134.500

125.000

20 .500

11．500

8．664

160．38

150.00

24.60

13．60

9．951

29,702

5，723

*23,600

23，979

29,826.36/31,21903

三菱Sulzer6RND68

9,900／150

8.910／145

32t/d

10,800

17,103

14．5

略煉荊一式7kglcm2
油焚800kg/h､排ガス800kg/h

400KVA×2

⑥

句

満載排水量
Fhll loadDisplacement
軽貨排水量
lightWeight

載貨重量 L/T
DeadWeight K/T

貨物倉容積apacity
（ベール/グレーン:m3)

*561.88

571

12，274

14，6314／14,7156

NKIGSEMT12PC2-2V

5,910／130

5,310/126

23.8t/d

12．499

16．0

14．4

畷剛水管式6.5kg/cm2

360kW×450V×720rpm

37，933

*38，541．7

－／41,847

F←

士擬劃式/製造所
■d

MainEngine

主機出力(連続:PS/rpm)
MCR

羊機出力(常用:PS/rpm)
NCR

燃料消醤最
R｣elConsumption

航続距離(海里）
CruisingRange

試運転最大速力(kn)
Maximum｡n．ialSpeed

航海速力
ServiceSpeed

ボイラー(主/補）
Boiler

発電機〈出力×台数）
Generator

新潟8MG25BX

1,600／720／291

1､360/682/276

121t/d

6,096

13.35

三井B&W7K74EF

13､100BHP/124

11,900BHP/120

45.8t/datC.S.0

15，860

16．75
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幸長保次郎
特許庁群狂輔三部迦輸

「
１
口

､12

向への傾斜部3aをもった屈折柵造に椛成されてい

る。 4は各船舶上部の甲板に設腫されたハッチであ

る。

この船舶4に焼結鉱を秋込む際は，その穣荷初期

ではコンベヤ，グラプパケットなどの移送装侭で送

られてきた焼結鉱をハッチ4の縁部4a側近傍から

投入する。投入された焼結鉱は船舶底部1aに直繋

されて破損することなく’横隔壁3の傾斜部3aに

沿って導かれ，横隔壁3の基部に滞溜され，安定し

た安息角をもって収容される。その後，投入場所を

ハッチ4の中央部4bに移動し，さきに投入された

焼結鉱の上に順次投入する。この時投入される焼結

鉱は,スロープに受け止められることから破損する

ことなく，全体としてソフトローディングされる。

第2実施例として，横隔壁13の傾斜部13aを第1

図のものに比較して急なものとし，横隔壁,3の強度

を保持するとともに，その基部に緩やかな傾斜補助

板16が設けられる（第2図)。

また他の実施例として，横隔壁23の傾斜部23aを

水平コルゲート櫛造とし,横隔壁23の補強を図ると

ともに’積荷する焼結鉱の緩衝体の役目を兼ねてい
る（第3図)。

謬ばら積運搬船 〔特公昭53-35352号公報，発

明者；平山了也ほか1名，出願人；日立造船〕

鉄鉱石とコークスなどから焼成された焼結鉱を運

搬船に菰込むのに際し，運擬船のハッチから船舶内

に焼結鉱を単に投入するのであれば，菰荷初期の焼

結鉱は，ハッチから船舶底部までの落差が大である

ことから，船賄底部で破損して品質が低下するとい

う問題が発生する。

本発明は上記問題を解決するばら讃運搬船，特に

焼結鉱専用ばら菰運搬船を提供するものに関する。

図面において， 1は船体2の船首尾方向に配置さ

れた横隔壁3により仕切られて設けられた船舶で，

横隔壁3は少くとも，その上下方向の中央部で一方
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づ 設けられる。凹部3の各側壁5， 6には作業者通行

出入口9， 10が設けられ，船舶1外方の凹部7内

に，両出入口9， 10を連結するように傾斜階段8が

取付けられる。側壁5， 6に作業者通行用出入口

9， 10を設けたことによる，隔壁2の強度低下を補

うため，補強材22,23が取付けられる。船舶1外方

の凹部7内に設けられた傾斜階段部18を密閉するた

めに，側部壁体18,上部壁体20,下部壁体19が設け

られ，上部壁体および下部壁体19, 20はそれぞれ，

船舶内下方へ傾斜させて取付けられるとともに，下

部壁体19に取出口21が設けられ， この部分への粉粒

体等の滞溜を防止している。

プラットホーム12, 13にはそれぞれ甲板14からの

垂直梯子15,船舶底部16へ連なる垂直梯子17が連結

して取付けられている。

本発明は以上の椛成により，作業者は垂直梯子，
傾斜階段を利用して安全，容易に昇降することがで

きる。また傾斜階段部は壁体により密閉されている

とともに，出入口を通して進入する粉粒体等も，下

部壁体の取出口より滞溜することなく排出される。
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縁船艫用昇降装置 〔特公昭53-32959号公報，

発明者；松野定行ほか2名，出願人；日立造船〕

船舶内に作業者が出入りするための階段装世を，
その長さが一定値以上になると傾斜させることが，

作業者の昇降時の安全を保つ上で好しいことから規

定が行なわれている。また階級装置を側壁面に対し

て船館内方に突出させないようにすることが，船舶

容量の有効利用，船給への荷物の出し入れの容易さ

等から必要となる。

本発明は以上の背最のもとになされたものであ

り，隔壁として特にコルゲート隔壁を用いた際の凹

部空間を利用したものである。

図面において，各船舶1はコルゲート隔壁2で仕

切られている。船舶内の中間部高さの凹部空間3内

に互いにその高さを違えてプラットホーム12, 13が

／
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ノ
必
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砲
第2図

第3図

’
鯵船内荷くずれ防止方法〔特公昭53-35351号

公報，発明者；堂山和昭，出願人；住友金属工業〕

鋼管を船舶輸送する場合，その運搬中における船

体の揺動，傾斜時に船舶に積戦された鋼管が，容易

に荷くずれしないように秋載することが必要とされ

る。

従来行なわれている方法としては，積戦された最

上段の鋼管の中にワイヤロープを通して，その両端

80 81
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部を下方に緊張して船舶底部に連結することが行な

われているが、 この方法では不安定であり，特に鋼

管が大径になればなる程，その不安定さが射す欠点
があった。

本発明は上記欠点を解決するためになされたもの

であD,図面において船舶に所定量の鋼管2の讃栽
が終了すると最上段の各鋼管隣接部の両側縁に，

一端にリング金具4を設けた金属性のU字金具3

（第1図）を管軸方向に嵌め込む。

次いで，最上段の鋼管より低い位置に固着したア

イポルト6に一端を結んだ2本のワイヤロープ5，

5をそれぞれU字金具3のリング金具4に順次通し

ていき，そのロープ端は末端の銅管内を通し，ある

いは鋼管外側に沿わせて相互に交叉せしめ，あらか

じめ船舶側壁に固蒋した止具7， 7に各ロープ端を

緊張して連結する。ワイヤロープの緊張強度は途中

に設けたターンパックル8， 8により調整する。

9, 10はスペーサである。

本発明の固定方法によれば，鋼管をワイヤローフ

で直接的に押付けて固定することなしに，各鋼管隣

接部に朕め込れたU字金具を介して，間接的にワイ

ヤロープで固定する方法であることから，船体の揺

動，傾動時の安定性が高く，同時に固定作業を容易
に行なうことができる。
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